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第８回定例会議事日程 
 

１ 日  時    平成１９年７月２５日（水）午後２時 

 

２ 場  所    八王子市役所  ８階 ８０１会議室 

 

３ 会議に付すべき事件 

第１ 第３８号議案 八王子市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則設

定に関する事務処理の報告について 

第２ 第３９号議案 高齢者叙勲候補者の推薦について 

 

４ 報告事項 

・学力向上のための今後の方針について 

・学校経営を充実させるための支援事業の実施について 
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      委 員   （５番委員） 石 川 和 昭 
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 学 校 教 育 部 長      石 垣 繁 雄 

学 校 教 育 部 参 事 

指 導 室 長 事 務 取 扱      由 井 良 昌 
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教 育 総 務 課 長      天 野 高 延 
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      （ 企 画 調 整 担 当 ）      穂 坂 敏 明 

施 設 整 備 課 長      萩生田   孝 

学 事 課 長      野 村 みゆき 
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      特別支援教育・指導事務担当） 
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      生涯学習スポーツ部長      菊 谷 文 男 

生涯学習スポーツ部参事      峯 尾 常 雄 

（ 図 書 館 担 当 ） 

生 涯 学 習 総 務 課 長      米 山 満 明 

      ス ポ ー ツ 振 興 課 長      遠 藤 辰 雄 

学 習 支 援 課 長      牧 野 晴 信 

文 化 財 課 長      渡 辺 徳 康 

      生涯学習スポーツ部主幹 

      （ 体 育 館 担 当 ）      福 田 隆 一 

      生涯学習スポーツ部主幹 

      （ 図 書 館 担 当 ）      武 田 ヒサエ 

指 導 室 指 導 主 事      佐 藤 敏 数 

指 導 室 指 導 主 事      山 下 久 也 

 

   事務局職員出席者 

      教 育 総 務 課 主 査      後 藤 浩 之 

教 育 総 務 課 主 任      小 林 順 一 

教 育 総 務 課 主 事      石 川 暢 人 
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【午後２時００分開会】 

○小田原委員長  大変お待たせいたしました。本日の委員の出席は５名全員でございますので、

本日の委員会は有効に成立いたしました。 

   これより平成１９年度第８回定例会を開会いたします。 

   日程に入ります前に、本日の会議録署名員の指名をいたします。 

   本日の会議録署名員は ４番 齋藤健児委員 を指名いたします。 

   議事日程中、第３９号議案につきましては、議案の性質上、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第１３条第６項及び第７項の規定により非公開といたしたいと思いますが、御異議

ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

○小田原委員長 異議ないものと認めます。それでは、それ以外の案件について進行いたします。 

    
          
○小田原委員長  日程第１、第３８号議案 八王子市教育委員会事務局処務規則の一部を改正す

る規則設定に関する事務処理の報告についてを議題に供します。 

 本案について、教育総務課から説明願います。 

○天野教育総務課長  それでは、第３８号議案 八王子市教育委員会事務局処務規則の一部を改

正する規則設定に関する事務処理の報告について、担当の後藤主査から御説明いたします。 
○後藤教育総務課主査  「第３８号議案関連資料」をごらんいただきたいと思います。 
  第３８号議案については、教育委員会の事務局処務規則につきまして、７月１３日をもって教

育長の臨時代理において一部改正をしたものでありまして、ここに報告をいたしまして承認を

求める議案でございます。 
   内容ですけれども、スポーツ行政の組織の柔軟性を向上させるために、スポーツ振興課と体

育館の組織を統合いたしました。これによりまして、スポーツ振興課が体育館を直接管理する

こととなりますので、スポーツ振興課の分掌事務に体育館の「管理」と「運営」についてを規

定するものでございます。 
具体的な内容につきましては、新旧対照表のほうをごらんいただきたいと思うんですけれど

も、事務局処務規則の中のスポーツ振興課の中に「体育館に関すること」という規定がござい

まして、それを「体育館の管理及び運営に関すること」ということで改正をいたしました。 
なお、この規則につきましては、７月１6日から施行しております。 
説明は以上でございます。 

○小田原委員長  教育総務課の説明は終わりました。本案につきまして何か御質疑はございませ

んか。 

○齋藤委員  同じようなことを何度も言わせていただいているんですけれども、この定例会の中

で議案、協議事項、報告事項とあるじゃないですか。それなりに事前にいろいろと読んできて

いるつもりなんですが、これは内容的には以前から説明を聞いておりますからこれでいいとし
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ても、果たして議案なのかどうなのか、素朴な疑問なんですよ。７月１６日から施行している

わけでしょう。これこそ報告事項なんじゃないですか。 

○後藤教育総務課主査  今回の件につきましては、教育長のほうに７月１３日で決定は受けてい

るわけですが、教育委員会の権限委任に関する規則の中で、教育長において臨時代理をした場

合については、定例会のほうに報告して承認を求めることというふうになっておりますので、

今回のこの事務処理についても、今回の定例会に報告して承認を求めるという議案を提出させ

ていただいたものです。 
○小田原委員長  よろしいですか。 
○齋藤委員  はい。 
○小田原委員長  そのほかに何か御質問はありませんか。 
   前にお話ししたんだけれども、前に出された規則が「管理運営」になっていて、それを「管

理及び運営」と「及び」をわざわざ入れるのはいかがなものかと言わせていただいたかと思っ

たんですけれども、今回のはいかがですか。 

○後藤教育総務課主査  以前の定例会でそういうような御意見をいただいていたところなんです

が、今回、以前の定例会で事務局処務規則の中の「管理運営」につきましては、「管理及び運営」

ということで統一を図らせていただいているところですので、今回の体育館につきましても「管

理及び運営」ということで規定をさせていただきました。 
○小田原委員長  だから、例えば「管理・運営」という言葉で言うと、この後、都教委からの依

頼で管理運営規則についての改正が話題になると思うんだけれども、管理運営規則そのものが

「管理及び運営」じゃないわけですよ。この処務規則の改正前では「管理運営」で「及び」が

入っていないわけですよね。今回、体育館のところに「管理運営」が入っていたから「及び」

にするから、その前の運動施設のところにも「及び」を入れるというわけだけれども、「及び」

を入れるのは、違うものを並べるときに「及び」とするわけでしょう。「地方教育行政の組織」

の後に「及び」が入るのは、組織と運営とは異質なものだから、別なものだから並べた。管理

と運営は同じものだから「及び」とする必要はあえてないと思うんだけれども、その根拠はあ

るのかということなんです。あえて入れるまでもないんじゃないかと思うんだけれど、入れた

のはどうしてなんでしょうか。 
○天野教育総務課長  特にやはり統一をしたということでの見解で、そういう形をとらせていた

だいた限りです。 

○小田原委員長  それではまずいので、八王子が先行して「管理及び運営に関する規則」と「及

び」を入れる、そういうのを出すのだったらわかるのよ。まあ、そんな感想を持つんですけど

ね。いいですよ。「及び」が入っているから、ここのところも「及び」を入れてほしいというこ

とであれば、特に根拠はないけれども、それまでの前のところが、２つ以上並べているところ

については「及び」が入っているから「及び」を入れたというところの統一をとるということ

だと。まあ、ほかの処務規則もそういうふうに並べているところは「及び」というふうにして

いるかどうかということですね。 
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   そのほか、何か御質問、御意見はございませんか。 
   もうこれが上がってきてるからなんだけど、改正内容のところの文章に「管理と運営につい

て規定する」とありますが、ここも「と」ではなくて、「管理及び運営について規定する」、こ

こからやることだろうと思いますよ。それから、（５）も「運動施設の管理運営」から「運動施

設の管理及び運営」に改正されているわけだから、ゴシックにして下線を引く。そういう形で

本案について御承認いただけますかどうかお諮りいたしますけれども、いかがですか。御異議

ございませんか。 
   再度お諮りいたしますけれども、本案についてこのように決定することに御異議ございませ

んか。 

（異議なしの声あり） 

○小田原委員長  御異議ないものと認めます。よって、第３８号議案については、そのように決

定することにいたしました。 

   
    

○小田原委員長  続いて、報告事項となります。指導室から御報告願います。 

○朴木指導室統括指導主事  平成１８年度東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」結

果概要がまとまりましたので、結果概要とあわせて、今後の受けとめ、教育委員会指導室とし

ての取り組みについて報告申し上げます。担当から御報告させていただきます。 

○佐藤指導室指導主事  平成１８年度東京都「児童・生徒の学力向上を図るための調査」結果概

要について御説明いたします。 

   平成１９年１月１９日に、小学校５年生、中学校２年生を対象に行われました。今年度より

は、各教科の調査、「確かな学力」の定着を図るための調査と、問題解決能力等に関する調査、

「確かな学力」の伸長を図るための調査、この２つが、中学校、小学校ともに行われておりま

す。 

その結果についてですが、小学校におきましては、東京都全体の平均正答率と八王子市の比

較を行いますと、教科、問題解決能力等のすべての観点におきまして、また教科等におきまし

て下回っているという結果があらわれました。特に教科の中で国語、算数について申し上げま

すと、国語につきましては、都全体が７１．９ポイントに対し八王子市は６８．３ポイント、

差で言いますとマイナス３．６ということになります。また、観点別、内容項目別の状況にお

きましても、平均正答率を下回っているという状況がございました。特に国語の中でいいます

と、言語事項の中で課題があるということもわかってきております。特に問題でいいますと、

「当該学年までに配当されている漢字を文脈に即して正しく読むこと」ということについての

正答率は４４．９パーセントでございまして、都の平均正答率の中から見ますと１１．２ポイ

ントも下回っていたという状況がございました。小学校の算数は、都全体が７６．８ポイント

に対し、八王子市が７１．９ポイント、差は４．９ポイントでございました。特に問題の中で

の課題を申し上げますと、「小数の除法の意味の理解」について、正答率が５４．２パーセント
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ということがありまして、都から見ましてこちらは１１．２ポイント下回っているという結果

がございました。飛ばしまして、問題解決能力等ということで２ページ目でございますが、こ

の調査は、教科で学んだことをいかに応用して課題を解決することができるかという調査でご

ざいます。この中で、教科で学んだ内容を「適用・応用する力」で、例えば算数で学習したも

のについて２４時間表記をもとに考えていく。何時の電車に乗ればよいかという問題を解くわ

けですが、このポイントについても、正答率が都を下回っていたという状況がございました。 

   続きまして中学校、３ページ目でございます。中学校におきましては、数学、問題解決能力

等の調査に関しましては、都を若干下回ったものの、国語、英語、理科につきましては、平均

正答率はポイントを上回っております。また、社会の平均正答率はほぼ同等ということから、

中学校におきましては、東京都全体の平均に近いところにあったかというふうに考えます。特

にまず国語におきましては、都全体が６９．５ポイントに対しまして八王子は７０．２ポイン

トでございますので、プラス０．７ポイントというところが出ております。ただし、やはり中

学校におきましても「言語事項」、特に漢字にかかわるところが課題があるというような状況が

見えてきております。数学につきましては、都全体が７０．２ポイント、それに対して八王子

は０．１ポイント下回っておりますので、やはり小学校と関連したところで指導を進めていか

なければならないかというふうに考えております。飛ばしまして、最終ページ、５ページです

が、教科の力、学んだことを応用していくものですが、やはりここでも「適用・応用する力」

の中で、４問ほど正答率が７０パーセント、都の平均を下回っているところの問題がございま

した。例えば社会科で学習した経度や時差について考える問題です。サッカーの国際親善試合

がカイロで行われるときに、日本では何時に衛星放送が行われますかという問題ですけれども、

それについての正答率は６８．８パーセントでございました。社会科の中でのきちっとした定

着をし、そしてこういう折に使える、そういう力を身につけていく必要があるというふうに確

認をさせていただきました。 

以上が結果概要、大まかなところですが、お話し申し上げました。 

続きまして、「調査結果を受けて」という一枚の紙がございますので、そちらをもとにお話し

申し上げます。 

結果概要で申し上げましたように、中学校については東京都全体の平均程度であり、小学校

では平均正答率が下回っているということから、指導室では、これまでの学力向上施策を検証

と見直しを進めまして、今すぐ取り組むことと中長期的見通しで取り組むことに分けて今後実

施していきたいと考えております。 

まず、今すぐ取り組むことですが、第１に、各学校にしっかりとしたデータを送って、そし

て各学校が自分の学校の実態を適切に把握できるようにしていく、そして学力向上の意識を高

めていきたいと、まず第一段階で考えております。既にこれについては行っております。２番

目に、分析の視点や方法を示す。どのように分析を進めていったらよいか、この視点や方法に

ついてきちっと示して、各学校において実態把握ができるように支援してまいりたいというふ

うに考えております。 
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３番目ですけれども、その分析結果をもとに、事業改善推進プランの見直しを進めたいとい

うふうに考えております。その事業改善推進プランには、一体何を、いつまで、どのような方

法で実施するのか、具体的なことまで明確にした改善プランの作成を進めていきたい。そして、

また地域、保護者の方にこれをホームページ等でしっかりと公開をし、協働して学力向上施策

が進められるように考えております。 

４番目ですが、事業改善施策の評価を行うということ。実際その取り組みに対して、各学校

はどういったことがどのように進んでいるかという、まず自己評価を実施させていきたいとい

うふうに考えております。また、各学校は、その自己評価を受けて、改善を進めてまいりたい

というふうに考えます。指導室は、その結果を受けまして、私どものほうの施策の見直しを図

るとともに、また各学校に必要な支援を打っていきたいというふうに考えます。 

続きまして、中長期的な見通しで取り組むことですが、現在、学力調査につきましての検討

委員会もございますが、その活用についての「学力問題検討委員会（仮称）」を設置して、学力

向上についての検討を進めていきたいというふうに考えます。まず今年度中に、ここで検討委

員会の立ち上げを進めてまいりたいと思います。その検討内容といたしましては、まずは平成

２０年度以降の学力定着度調査のあり方の検討をしていきたいということであります。例とし

てそこに挙げておりますが、経年変化で把握できるように同一集団を見ていくような調査、実

施の方法、そういったものも考えていきたい。また、ＰＩＳＡ型の学力を測るような調査、そ

ういったものも考えていく必要があるかと。また、調査そのものではなくて、市独自の教材開

発等を考えていきたい。そういった学力向上のための検討をしていきたいと考えております。

また、アシスタントティーチャー等の人的支援のあり方についても考えていきたい。また、小・

中一貫ということを今行っておりますが、その中から出てくる小学校と中学校のつながったプ

ログラム、カリキュラムの検討をしてまいりたいというふうに考えます。 

２番目ですが、全学校で基礎的な学習内容を定着するための教材の開発を考えてまいりたい

と思っております。たとえば先ほど申し上げた課題である国語の言語事項にかかわること、算

数・数学の計算にかかわるようなこと、それらについてのプリント教材、ドリル教材等を市で

開発し、またその指導方法を各学校に提供していく、そのようなことを考えてまいりたいと考

えております。 

もう一つといたしまして、家庭教育との連携というところが必要でございますので、小学校、

中学校、ＰＴＡ連合会と連携した講演会の実施とか、「家庭学習の手引き」、幾つかの学校で作

成している学校もございますが、それを作成して各家庭に配布し連携を進めてまいりたい。 

このような結果を受けとめて施策を打ってまいりたいというふうに考えております。以上で

す。 

○小田原委員長  指導室からの説明は終わりました。本件につきまして御質疑がございましたら

お願いいたします。 

○細野委員  これは文科省自身がそうなんだけれども、なるべくピンキリの幅を広げないような

教育をしよう。地域の特性もあるだろうから、各地域ごとにそれぞれ統一のテキストを配布し
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てそれを遵守させると、こういう施策をとっているわけですね。 

この定着度調査を見たんですけれども、例えば小学校だと４教科の平均がトップで８１．１、

一番下で５６．３、引き算するとどれくらい違うかわかりますか。平均でこれくらい違うとい

うことは、同じ教科書を使うことの意味があるのかどうなのか。あるいは、地域差もある。そ

のあたりはどういう工夫をしようとしているのかということです。これは急に出てきた傾向で

はないと思うんですけれども、そのあたりの対策をどうしていたのかということですね。それ

をお聞きしたい。 

   ついでに中学校のほうを見ますけれども、中学のほうも、５教科の平均で見ると、トップが

７８．４、下が６１．５、これくらい平均で違うわけですね。そこをどういうふうに考えてい

るか。 

   もう一つは、各学校ごとにも、平均だけではなくてばらつきもあるわけです。望ましいこと

は、平均点が高くてばらつきが少ないというのが最もいいわけです。最も悪いのは、平均点も

低いしばらつきも大きい。そのあたりの各学校の特性も当然あると思うし、地域差もあると思

いますけれども、どういうふうに考えているのか。 

   先般、アメリカの所得分配の話が出ました。アメリカでは、修士課程以上、つまりマスター

号を取ったそれ以上の人たちの所得は着実に増えているわけで、それ以下の人たちの所得は増

えていない。つまり学歴がそのまま経済的な格差になっているわけです。日本でも経済格差と

かいろいろ言われていますけれども、そういう点で格差を広げないようなことを考えるときに、

公立学校はこの点でとても大事な機能を果たすのではないかと私は思います。その思想の上に

統一のテキストを使って標準的な教育をなるべくつけてほしいということが国の教育の方針だ

と思うんですけれども、八王子の場合には平均点でもこれだけ違うんだと。このあたりについ

ての原因、今までどういう対策をとってきたのかということについて、少し皆さんの説明をい

ただきたいということです。 

○小田原委員長  何点かございましたけれども、お答えできますか。 

○朴木指導室統括指導主事  教科書の採択については、規則等もありますので、これを急に変え

るということは難しいかなと思っているところでございますけれども、ただ、統一の教科書を

使いながらも、各学校での今おっしゃったような実態に即して、補助教材だとか、あるいは自

作の教材、こういったものの開発を指導主事が学校訪問等の際に促したり、あるいは既に使っ

ている学校もございます。また、授業時間数以外に補習等を進めている学校もございます。こ

のようなことをして、教科書は統一ですけれども、補助教材や自作教材、あるいは授業時間数

以外の補習等の授業の中で各学校は努力しやって、私たちもその支援をしているところでござ

います。これが教科書を使うということに関しての１点目でございます。 

   もう一つは、学校間で平均点で比べた場合にどうしても差が出てしまう、これについて教育

委員会はどうとらえてどうこれまでやってきたのかということについてでございますが、これ

は当然学校がある分だけ差はそれぞれ出てくるのだろうと思います。学年差もありますし、そ

ういったさまざまな要素の中から差が生まれてくるのだろうなというふうに思っております。
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ただ、これまで学力向上を図るために必要なことは各学校できちっと分析をしてもらう。ここ

は何が足りなくて学力が向上できなかったのか、あるいは学力に対してこういう課題があるか、

それぞれ分析していただきたい。それに沿って各学校は、例えば私たちは平成１４年からアシ

スタントティーチャーを配置しておりますので、計画をきちっと出していただいて、それに即

して、私たちが企画提案したものを認めて、アシスタントティーチャーを現在１８校配置し、

授業の補助、個別指導、あるいはＴＴによる授業の充実等を進めているところであります。 

また、調査そのものは学力の総体を示しているわけではございませんが、重要な資料だとい

うとらえはやはりしていかなければいけませんので、市独自でも学力調査を行って、ここには

分析的な資料、それから個別の資料、特に子どもたち一人一人にどこが足りない、どこが得意

だ、目標となるべきはこの部分であるという細かい資料を付して、あわせて学力向上を図るた

めの施策をとるということもございます。また、学力の定着や向上に関しては、生活指導面、

あるいは心の面の影響が大きいかというふうに思いますので、学級の中で個別指導が必要な子

どもたちがいる、そのような場合には、メンタルサポーターを学校の求めに応じて配置しなが

ら、学力そのものへの支援と合わせて、心のケアや学級の中を落ち着かせる、そういうような

支援策をこれまでとってきたところです。以上です。 

○細野委員  私がお聞きしたいのは、今指摘した問題に対してどういう対策をとったかというこ

となんですね。アシスタントティーチャーを使っている。それを具体的にどういうところに送

ったのか。例えば皆さんも把握していて、あの学校はどれくらいの平均点であると。そして、

この学校は低いなと。だから、そういう低い学校に重点的に配置したんですとか、そのあたり

の方針を聞きたいんですよ。それから、補習時間を取っているとか補助教材を使っているとい

う説明がありましたけれども、それは全部の学校でそうなのか。あるいは、問題のある一部の

学校でそうなのか、そのあたりのところを把握しているのかどうか。皆さんが補習時間とか補

助教材の活用状況の把握をなさっていて、それは十分に効果があったというふうに学力調査の

結果が出ているかどうか。そのあたりの分析のことを私は聞きたいということなんですよ。こ

ういうこともやっています、ああいうとこをやっていますではなくてですね。 

○小田原委員長  質問がわかりますか。私も質問しようと思っていたのは、先ほどの佐藤指導主

事の説明の中に、１から４まで項目があって、とりあえず１、２、３と挙げて、１のところか

ら２に入るところで学力向上施策の見直しを図るんだというふうにお話しされて、そして、今

すぐ取り組むものと中長期に取り組むものという部分で２、３を話されたわけですね。それで、

今すぐのところで、（４）授業改善施策の評価を行うというふうに、各学校にテキストだけだけ

れども、皆さんとして市独自の学力向上施策の見直しを図るというふうに言っているけれども、

これまでの学力向上施策について、市の教育委員会としての自己評価はどうだったのか、そこ

が示されないといけないんじゃないかと思うんですよ。今の細野委員の質問は、そこのところ

をさらに具体的にお尋ねしているわけですよ。そこのところをきちんと示していただけたらお

答えになるのではないかと思うんですが、できますか。 

○朴木指導室統括指導主事  細野委員のおっしゃったことの幾つかはお答えできるのかなという
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ふうに思います。 

まず、アシスタントティーチャーでございますけれども、これは各学校が学力の実態に即し

て計画、企画提案をして、このために使う。それに即して配置をいたしました。１８校ですけ

れども、これにおいてそれぞれの学校が、これまで３年間、４年間、同じような方針で配置は

しておりますけれども、アシスタントティーチャーについては十分な成果が上がるまでには至

っていないなと感じております。 

○小田原委員長  細野委員の質問はそういうことではなくて、地域差を「どう考え」、「どう対処」

してきたのかとお尋ねになったわけですよ。質問の一つですけれども。「どう考え」というのは

「どうとらえ」ということだろうと思いますけどね。それについてのお答えで、アシスタント

ティーチャーを１８校に送っているという、そういう答えが出てきたけれども、そのことにつ

いて、いい、悪いは言わないわけですけれども、それが、地域差を「どう考え」、「どう対処」

してきたのかの答えになるのかどうか。それはなっていないんじゃないかというふうに指摘さ

れたときに、今のお答えだと、やはり同じことを答えているわけだから、質問には答えていな

いんですよ。地域差を考えてアシスタントティーチャーを配置したのかどうか、その点につい

て、どうですか。 

○朴木指導室統括指導主事  結果を踏まえて、地域差というか、個々の学校間の学力の調査の結

果の差を踏まえて配置をいたしました。 

○細野委員  要するに、向こうからの要望じゃなくて、こちらのほうの政策的な対応として、ア

シスタントティーチャーを重点的に配置したということですね。 

○朴木指導室統括指導主事  企画提案をもちろんいただいて、そういう学校にも、別の形で学力

向上を図るというふうに実質的に決めた学校もございます。そういったことも考えて、企画提

案の中から、定員を大きく上回っておりましたので、その中から、今言ったような市で方針を

持って配置をいたしました。 

○細野委員  アシスタントティーチャーは、要望は多いけれども、そんなにたくさんいないわけ

でしょう。そこのところは事務局として政策的に重点的に、我々には学力定着度調査の資料が

ある、だから、それをベースに判断し配置しますと。なぜか。それは、地域差とかいろんな差

があるから、それを是正するためですと。こういうような対策ではなかったわけですね。まず

要望を聞くという形にしたわけですか。 

○朴木指導室統括指導主事  はい。 

○細野委員  そうすると、成績のいいところも悪いところも、もっと欲しいというところが出て

きますね。それはどうしましたか。 

○朴木指導室統括指導主事  学力についてこれから向上しようと、頑張ろうとする学校に優先に

つけました。 

○小田原委員長  初め２５名じゃなかったですか。１８名ですか。 

○朴木指導室統括指導主事  ええ。小学校１１、中学校７で、現在、１８名です。予算としては

２，２００万円です。 
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○細野委員  では、その２，２００万円の政策的な評価をしたときに、学力定着度調査の結果と

いうものとその予算づけというものがどういう効果を生んでくれたのか、そのあたりの分析は

どうなっていますか。 

○朴木指導室統括指導主事  アシスタントティーチャーにつきましては、各学校の企画提案を持

って配置いたしました。配置をして、しばらくたっています。結果、毎年同じような学校に配

置しておりますけれども、学力が数値的に上がったというデータまでは十分に得られてはおり

ません。ただ、それぞれの学校の中で、アシスタントティーチャーがいたから落ち着いて授業

ができたとか、あるいはきめ細かな指導ができたというような報告は上がっております。ただ、

結果にはなかなか結びついていないというふうに考えております。 

○細野委員  それから、政策上の手段というのは、一つで全部をまかなうわけではなくて、先ほ

ど御説明してくださったように、補習時間が増えたとか、先生方が補助教材を一生懸命おつく

りになっているということも、やはり学力向上のための手段でもあるわけです。そういうもの

とちゃんと組み合わせるような形でこれを使っているのかどうなのかということは、とっても

大事なんですよ。そのあたりについて少し説明してくださいますか。 

○朴木指導室統括指導主事  例えば学校の中には、平均から離れていたんですけれども、少しず

つ成果が上がっている学校もございます。 

○小田原委員長  成果の上がった学校は言っていいですよ。 

○朴木指導室統括指導主事 具体的には弐分方小学校の取り組みなんですけれども、東京都の調査

については、少しずつ毎日上がっております。弐分方小学校では、このことはかなり喫緊の課

題というふうにとらえておりまして、まずは学校を挙げて算数という教科を中心に授業改革、

研究を進めている。それから、特になかなか家庭学習が徹底されていない部分がございました

ので、補充学習をしっかりやろうと。特に学力向上月間というものの設定しまして、年に３回、

６月、１０月、２月については補充学習を徹底して行うということを行いました。そういった

ことも含めて、学校を挙げて組織的にそのような補充学習をすると。学年に任せないで学校を

挙げて計画的に行うと。このようなところから少しずつ成果が伸びている。これはアシスタン

トティーチャーの活用や補充学習、組織的な取り組み、こういったところから成果が少しずつ

あらわれてきているのかなと考えております。 

○細野委員  成果が上がっているのでしたら、ほかの学校にもそれを普及していくという御指導

を今なさっていますか。 

○朴木指導室統括指導主事  まずは日々の授業を改革しなければならない。この部分について、

学校訪問の際に指導・助言を徹底しているところです。例えば学校によって、家庭学習にしっ

かり取り組むという学校もございます。そうしたら、家庭との連携が必要なわけですが、家庭

での生活習慣がなかなかできないという調査結果のある学校については、まず補充学習など学

校においての役割を果たす必要があるという働きかけをしております。例えばそういった意味

で課題のあった学校の一つは、昨年度については家庭学習をやっていない、学校で面倒を見る

んだという方針で当該学年はやっておりましたけれども、今年度になってそういう結果の中で
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課題が見えてきた。そういったところで、指導室としては補習ということも一つの方法であり、

今の夏季休業期間中において補習を始めているところですし、これについて研究主事や指導主

事も毎日巡回して支援をしているところです。とういうように、補充学習や家庭学習との連携、

学校の実態等にあわせて、個々に応じて指導しているところです。 

○細野委員  小学校の御説明を聞きましたけれども、小学校と中学校、どちらのほうが喫緊の対

策をとるべきだと御判断なさっていますか。 

○朴木指導室統括指導主事  ３年間の結果の推移を見たとき、小学校での落ち込みの部分が大き

いかなと。これはさまざまな原因はあれ、後退しているという事実を私たちは真摯に受けとめ

なければならないということで、小学校段階での基礎学力の充実のほうが喫緊の課題と考えて

おります。先ほど佐藤指導主事からありましたけれども、国語で１１．２ポイント都の平均を

下回っているというのは、「平等」という漢字の読みでございます。それから算数で、これは説

明にはなかったんですけど、１１．６ポイント都の平均より下がっているものがありますけれ

ども、これは「８＋２×４」という四則演算の規則の問題なんですね。これらはかなり基礎的

な部分で、徹底すればどの学校でも定着が可能であるというようなところでの課題が、八王子

市にはありますので、やはり小学校段階での取り組みが必要かというふうに考えます。 

○細野委員  そうですか。私はそうは思わないんですよ。その理由はといいますと、小学校と中

学校で見ると、どの家庭でも、特に中学校から私立学校に入れる家庭なんかは、小学校だけは

まだ体力がついてないから地元の小学校に入れましょうという家庭がたくさんあると思うんで

す。それで、中学校に上がるときに、体力は結構ついてきてますから、できたら私立学校へ入

れたいなと。そうしたときに、この学力テストの中学校の都の平均と八王子の平均を見ると、

全体でみれば少し高いのかもしれない。でも、都平均の中の２３区の場合を特に考えればいい

と思うんだけれども、恐らく上積み部分は私立に行ってるんですよ。そういったことが背景に

あると思うんだけれども、中学校のほうは八王子は少しはいいんだからと、こういうような短

絡的な分析でいいのかどうか、私はそれについて問いたい。なぜかは、後でもう一回言います。

どうでしょうか。 

○小田原委員長  これはお答えできますか。ほかの委員はどう考えますか。齋藤委員はどうです

か。 

○齋藤委員  細野委員のおっしゃっていることはよくわかりますけれども、ただ、データがどこ

まで正しいかということを言い始めると、これは議論が難しくなりますよね。 

○細野委員  いや、データが正しいどうのという話ではない、構造が違うでしょうという話です。 

○小田原委員長  考え方ですよ。先ほど小学校のほうの落ち込みと言ったけれども、一方で、中

学校は落ち込んでいないのかというと、そうとも言えないだろうと。だから、それをどういう

ふうに考えるか、その考え方を聞いているわけですよね。そうですよね。お答えが難しいだろ

うから、ちょっとほかの方の御意見というかお考えを伺いながら、お答えができればお願いし

ようと思ったんですけれども。 

○由井学校教育部参事  先ほど細野委員から出てきた中で、一番平均が低かった学校、そこも含
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めて、中学校と連携を進めようとしているところもあるんですけれども、その段階できちっと

学力がついていけば中学校も伸びていく。つまり、先ほどおっしゃっていた小学校の上がる先

の中学校の平均を見ても、やはり八王子市内では高くない。ですから、小学校の段階できちっ

とした基礎学力を身につけさせておくことが中学校で伸びていくことにつながっていくだろう

というふうには考えております。ただ、中学校に全く手を差し伸べない、そういう意味ではあ

りません。重点的には小学校をやっていくけれども、中学校のほうも同じような取り組みを進

めていくというふうにしていきたいと考えております。 

○小田原委員長  ということですが、いかがでしょうか。 

○細野委員  私は、むしろ小学校のときというのは、遊ぶ、あるいは体力をつける、友達とのコ

ミュニケーションをつけるということがとても大事だと思っているんです。むしろ学力よりも

ね。一方で、中学校はそうじゃない。中学、高校、大学と行く間に、知的な能力のアップとい

うのはとっても大事なんですよ。先ほどお話しましたけれども、中学から私立へ行く、あるい

は公立にとどまる、あるいは公立を選択することの意味なんだけれども、ひょっとすると、本

来ならば親の経済力が十分な場合には私立に行くという選択をするかもしれない。しかし、手

元が不如意であると。なので、公立をセカンドベストで選ぼうか。これは非常に不幸なことな

んですよ。なぜかというと、先ほど申しましたように、アメリカの場合には、修士号を持って

いるかどうかによって、今、所得分配の二極分化が起こっているわけです。つまり高学歴化ね。

日本もそれと同じことが起こると予測されます。そうしたときに、学力をつけていくというの

はとっても大事なんです。それはいつごろか。私は中学校からだと思うんです。そのときに、

今後学力をつけていくことに対して親の今の経済状態がそのまま反映する、そういう社会であ

ってはいけないんですよ。そうしたら、いかに公立の中学校というのが大事であるか。そこの

ことを皆さん認識していただきたい。私の考え方は間違っているかもしれないけれども、そう

いうことです。だから、都の平均と比べて中学校のほうは、遜色ないのだからこれでいいだろ

うという分析は、構造的に考えると全然違うんだよということを私は意見として言いたいとい

うことです。 

○小田原委員長  そのほかいかがですか。 

○齋藤委員  この問題は、今の細野委員のお話ももちろん踏まえた中で、八王子の市教委はこれ

からどういうふうに進んでいくのか、すごく大きな根本的な話だと思うんですよ。これはやは

りじっくり時間をかけてよく検討していきたい問題だと思います。細野委員がおっしゃるとお

り、中学校はこれでいいんだなんていう安泰な気持ちはもちろんまずいわけで、今後のことも

考えていかなければならないんですが、そんな中で、いただいた資料の中にいろいろな提案が

出てきていますね。ちょっと首を傾げるような内容もあるけれども、これはいいんじゃないか

と思うのもあるんです。 

   そこでお伺いしたいんですけれども、これらの提案を物理的に一つ一つよく考えてみると、

かなり大変な内容だと思うんです。時間もかかるし、これを本市の１００校以上ある小中学校

の中に、今の指導主事の皆さんが相当時間を割いて行って指導していく。これは相当頑張らな



 －１４－

いと、この実現は本当にできるのかなと思うんですよ。やはりここで幾ら文面に書いて、これ

はすばらしい取り組みだと幾ら検討しても、「絵に描いた餅」では全く意味を成さないわけで、

これを実際にできますか。 

   例えば３番の「中・長期的見通しで取り組むこと」という中でも、早速、「学力問題検討委員

会」というものを平成１９年度中に立ち上げようというようなものが出てきますね。今年度で

すよね。今年度中に立ち上げて２０年度の検討をしていくんだと。これ一つとっても、まず人

選から始まって、その会議をどういうふうにやっていくのか、内容の問題を話し合うにしても、

これは相当重要な課題をもった会議だと思うんですね。物理的に今の状況でこなせるという判

断の中でこの資料が出てきているのでしょうか。 

○朴木指導室統括指導主事  その前の細野委員の話からよろしいでしょうか。中学校が決して課

題がないとは私たちも思っておりませんし、小学校段階からしっかりやっていきたいと思って

いるところです。 

齋藤委員がおっしゃったところですけれども、ちょうど今、今年度の学力定着度調査の検討

委員会というのを開いて、今年度の実施に向けての問題検討に入ったところです。この検討委

員会を例えばベースにして、今度の学力調査の検討が終わりましたら、次年度以降どうするか

という点に加えまして、基礎学力にかかわってどういうふうにやっていったらいいかというも

のを検討するというお話はしてございます。それから、小学校の校長会が、教育長からこの結

果を受けた後、私どものところへ来られまして、校長会との連携の中で、例えば今そこに書い

てあるような基礎的な内容についてのドリル的なものについては一緒に開発していこうと。時

間はちょっと苦しいかもしれないけれども、来年度を一応めどにということを私たちは思って

おりますけれども、そういう検討委員会の基礎、あるいは人選、あるいは校長会等の了解とい

うのは、ここまでにおいてはできておりますので、これについてやれる見通しは持っておりま

す。 

○小田原委員長  僕が先ほど質問した答えが返ってこないんだけれども、私は、齋藤委員のとら

え方と全く違って、ここに挙げられているものは、いとも簡単にとか、すぐにでも取りかかれ

ることだというふうに思っているんですよ。それと、「今すぐ取り組むこと」として挙げられて

いる（１）から（４）までの部分は既にやっていることなんですよ。今すぐ取り組むべきこと

ではないんですよ。既にやっていることなんですよね。 

ただ、そこに、佐藤指導主事の言い方の特徴なのかもしれませんけれども、例えば（１）の

ところで、各学校の学力向上意識を高めるために調査結果データを送付するときに、「しっかり

した」調査データを送ると。「しっかりした」ね。（２）のところでは、「分析の視点や方法を示

し」のところも、「きちっと」示すと言っているの。そこの、「しっかりした」とか、「きちっと」

してこなかったところを今回はするんだというふうに私は受けとめたの。だから、こんなのは

簡単なんです。それと、「中・長期的な見通し」とあるもの。これなんかも、中・長期ではない

んですよ。だって、ことし取り組むことがどうして中・長期なんですか。これは今すぐやるべ

きことなんです。こんなことは前から言ってきたことなんです。これは教育長がいつも言って
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いることですよ。私も言っていたことですし。 

それから、アシスタントティーチャーの話は、細野委員が先ほどから言っているけれども、

これも、例えば私が教員採用するときに面接したら、八王子のアシスタントティーチャーを経

験してきたというのが書いてあったから、ここで学んだことは何かと質問したら、何にもない

というんですよ。アシスタントティーチャーとして大したことをやってこなかった。教員経験

としての素地が育たなかった。それがアシスタントティーチャーだから、それではだめなんだ

と。予算を請求するところで、アシスタントティーチャーを何名つけるというときに、私はそ

ういうことを言ったことがありますけれど。それで、実際に学校訪問しても、アシスタントテ

ィーチャーが先ほどのような授業の補助とか、あるいはＴＴとか個別指導をやっている。個別

指導は期間を重視して何かやっているけれども、それが教員としての指導にプラスになってい

るかどうかというのはあまり評価できない。学力向上にどれだけ役立つかということのアシス

タントになっていないんですね。 

あるいは、八王子独自の教材を準備する、これも前から言っていることなんですよ。だから、

それはすぐ取りかかる。私はすぐできると思っている。国語なんかでも、私は準備はしていま

すけれども、どういうふうな形で八王子独自の教材を小学校から中学校にかけて与えていくか

というのは、考えている人たちも恐らくいると思うので、これも簡単にできると思っているん

ですよ。ただ、それをどういうふうにやるか。やるところの段階に来ていないから、実施の段

階にすぐもっていくということがこれからの仕事になるだろうというふうに思っているんです

けれども、いかがですか。私はそう思っているんですよ。 

○齋藤委員  委員長の言っていることも含めて、いろんなことをちょっと考えるんですけれども、

実は今回のこれを見ながら、私もパソコンで、今回のデータの中で、他の２３区の上位にいる

ような区の教育委員会のホームページをのぞいてみたんですね。やはりどこも皆さんいろいろ

と考えていらっしゃるわけですよ。学力を何とかしなければと。その中で、もちろん小田原委

員長や石川教育長はよく御存じの内容で、そんなことはよく知っているよと釈迦に説法かもし

れないんですが、例えば杉並区の教育委員会では、この４月に教育委員会の組織をまた組み変

えている。指導主事を中心に、いわゆる指導主事の方々にはいろんな施策を考えてもらう。そ

れで、今後どうしたらいいかというデータのまとめをして、実動部隊を別につくっているんで

すね。例えば杉並では「教育改革推進課」というものを別につくっているわけです。つまり、

指導主事が考える施策の実動部隊として課をつくっているんですね。そういうふうに杉並でも

やっている。また、世田谷などもいろいろと進んでいるというふうに言われていますけれども、

ここでも指導主事の所属する教育指導課とは別に「地域学校連帯課」というのを設けて、実際

に学校との連帯の仕事、雑務を受け入れている課があるんですね。 

   そのような現実を見ると、何か私は今回のこの資料を見ながら、小田原委員長の言われてい

ることとは逆な話になってしまうのかもしれないんですが、本市には１００校以上の小中学校

があるわけで、指導主事の方々がいろいろとこうしようああしようと考えても、その考えた当

人がまた動かなければならない。結果もまとめなければならない。それはやはり物理的に難し
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いんじゃないかなというふうに、私はこの提案を見たときにちょっと感じたんですよ。だから、

急には無理でも、八王子の教育委員会も組織を根本から考え直して、指導主事の方々はいろん

な理念だとかいろんな具体例をどんどん考えていく。そして、そうした考え方を学校に行って

指導していく実動部隊というのは別にあっていいような気がしてきたんですね。全部の地区を

調べたわけではないんですけれども、今申し上げた２区のようなところでは、指導主事の方々

の施策を受けて動く実動部隊がいるんだなということ、私はここで初めて知ったんですけれど

も、先生方はよく御存じかもしれないんですが、そこらへんを考え直す必要性はないんですか。 

○小田原委員長  杉並の話だと指導室長が一番よく知っているわけだけれども、その区の事情と

いうのがあるわけですよ。杉並のことはお任せしますけれども、世田谷のほうは、生涯学習と

の連動の中でそういう課が必要になってくる。実動部隊をつくったということだけれども、特

区で「日本語」をやっているわけですから、それとあわせて組織改正が必要になったのだろう

と思います。 

   八王子の場合、そういう組織改正をしなきゃできないのかという話だとは思ってないんです

よ。うちの場合には、世田谷か杉並か知りませんけれども、指導室がやっている事柄は、教育

総務課だとか生涯学習スポーツ部の者が結構受け持ってやっていますから、指導主事が大変だ

というふうには思わない。学校の数で言えばどこも大変ですよ。江戸川あたりだって同じ状況

だろうというふうに言えますし、世田谷だって大きい区ですから、そう違いはない。とすると、

人の問題というふうになっちゃうから、これはあまり言えない話でしょう。 

○由井学校教育部参事  先ほど委員長からお話があった、佐藤指導主事の話の中の「きちんと」

とか、そういう話があったと思いますが、そこのところをまず私どものほうで見直して、例え

ば学校訪問についてですけれども、回数はそれぞれ指導主事が他市に負けないくらい多く行っ

ていますが、その中でも、「ねらい」を持って行くようにすることが必要だと思っております。

学力向上という視点でこういうことがやれているのかどうか、改善する必要があるのかどうか、

授業改善プランを見せてもらってそこに指導していくとか、そういう目的を持っていく、まず

そういう意識を変えることが１つあると思います。 

   それから、ここに挙げた「今すぐ取り組むこと」も実はやっていることですけれども、学校

自体が、例えば自分の学校は八王子市の小学校７０校のどのへんだったのか、今まではわから

なかったわけです。八王子の平均と自分の学校しかわからなかった。そのあたりもわかるよう

になってきているわけで、そのへんの意識が非常に変わってくるだろうというのが、２つ目で

す。 

   また、検討委員会の立ち上げの中で、指導主事だけが全部やるわけではありません。学校の

校長先生や副校長先生等にも入っていただいて、一緒に認識を高めていく。それがまた各学校

を動かしていく原動力になるだろうと思っています。やれることをより質の高いものにしてい

く、これがまず大事なことだろうと持っています。以上です。 

○小田原委員長  杉並の話はどうか。 

○由井学校教育部参事  杉並の話でも、指導主事が企画立案したことをすべてほかに任せるとい
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うことでありません。そういうわけではなくて、本市でもこれから取り組んで今年度から実施

している研究主事の方と連携しながらやっていったりとか、あるいは各学校の校長先生に集ま

っていただいてプロジェクトチームをつくってその中で実施しているという形でありまして、

杉並の教育委員会の推進課は、どちらかというと改革にかかる事務的なことをやっている場合

が多いです。以上です。 

○小田原委員長  ほかの区のことはいろいろ言えないんだけれども、例えば杉並のある中学の校

長が１００新しいことをやったと。じゃ、周りの中学が同じようにやっているのかといったら、

自分が１００やったうちの３つしかやっていないんだという話があるでしょう。そういうのに

対して区独自としてどうするかというのが、齋藤委員が見たホームページの対策の一つだろう

というふうに理解すればいいんじゃないですか。 

○齋藤委員  このあたり、石川教育長の御意見も聞きたかったり、また朴木統括指導主事なんか

に本音をちょっと聞きたいとこころもあるんです。言われていることはわかりますよ。今の指

導主事の方々が、今のままでいいとか悪いとか、そういうことを言っているわけではないんで

すよ。皆さんで頑張っていかなければならない問題がまだまだ山積みだと思うんです。もっと

もっとやれる能力もたくさん持たれていると思います。ただ、組織的にそれをバックアップす

るものがあっていいんじゃないかという意見を私は言わせていただいているんですけれども、

実際、言いにくいかもしれませんが、朴木統括指導主事、本音でどうですか。私はちょっとバ

ックアップするべき状況であるような気はしているんですけどね。これは個人的な意見です。 

○小田原委員長  教育長に本音を聞きたいと言ったけれども、教育長は既に教育委員会として、

あるいは教育長として言っている事柄はあるんです。それは、学校の主体的な改革だとか取り

組みというものが求められているんだということを常に言ってきているはずです。それと、今、

指導室長が、自分の学校がどこに位置しているのかわからなかったと言いましたけれども、そ

んなことはないんじゃないですか。自分の学校は常にどこの位置にあるというのはわかってい

たはずだよね。それもわからなかったわけじゃないでしょう。今までの話から言えば。 

○朴木指導室統括指導主事  データとしては、八王子市の平均と自分の学校の平均になります。 

○小田原委員長  自分の学校の平均点が何点だということしかわからないという話ではなかった

はずですよね。 

○朴木指導室統括指導主事  いいえ、これまでの都の調査はそうです。 

○小田原委員長  そうじゃなくて、各学校は八王子における平均点の位置がどのへんか、わかっ

ているはずじゃなかったのかな。例えば中・長期的な３の（１）の②なんていうのは、学校が

独自で取り組まなければいけないことなんだよね。これは私たちが学校訪問へ行って、先生方

が補助教材として配っている、その教材はほとんどが市販のものなんですよ。それではだめな

んだと。学校がその学校の状況に応じて、あるいは自分が授業で扱っている中身に即して、こ

の子どもたちにはこういうふうにしたものを与えて、さらに発展なり補充なりをしなければい

けないんだということを考えない限り力はついていかないんだということを言っているわけで

すよ。それは組織改正をしてやれなんていう話にはならないと思いますけど、どうですか。教
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育長あるいは統括統括指導主事が言うべきことを私が言ってしまって申しわけないんだけれど

も。 

○石川教育長  私は、齋藤委員から言われるまでもなくずっと、この場でなくても、指導主事の

皆さんにはそういうことを言ってきているし、議会等の質問でもそういう答弁をしてきている

んですよ。ですから、先ほど委員長がまとめられたように、今すぐ取り組むことというのは既

にやってきている話なんですよ。ただ、形だけやってきて、その中身がないんだろうと思うん

ですね。このへんはどういうふうに今後修正をして、さっき「しっかり」とか「きちっと」と

いう言葉が出てきたけれども、それをやるしかないのだろうと思うんですね。本来はこれは学

校がやる話で、もっと校長がしっかりしなければいけないんだけれども、どうも校長たちに危

機意識がないものですから、そういう意識をこちらが植えつけてやらなきゃいけないのかなと

いう思いが最近してきまして、多少きついことを言いましたら、小学校の校長会が動きだしま

して、自分たちでとにかく当面やれることをやろうという動きがここにきて出てきました。こ

れは非常に望ましい方向ですから、私は改革というのは、上から押しつけるのではなくて、自

分たちで見つけて、内側から起こしていくものだと考えていまして、変えたからといって変わ

るわけではなくて、やはり足元からきっちりやっていかなければいけないのだろうというふう

に思っているんですね。ですから、今そういう動きが出てきたという、これを大事にしたいな

というふうに思っています。ですから、指導主事がことしは何回学校訪問したかとかいうこと

を盛んに言ったから、私は回数の問題ではないだろうと。１０回行って解決できないより、１

回行って解決したほうがよっぽどいいんだから、それは回数の問題ではなくて中身の問題だと、

こういうふうにずっと言ってきているわけです。議会答弁等ではそういうふうに言っているわ

けですよ。数字を出すと説得力があるものですから。でも、そういうものではないと思うんで

すね。やはりもっと実の取れるような形にしていかないといけないと思うんです。 

   だから、さっき指導室長が、もう少し焦点をしっかり絞って学校訪問しなきゃいけないとい

う、そのとおりだと思いますね。学校というのは一番何をやらなければいけないところなのか。

それを踏まえた上で、指導主事は何をその学校に対して求め、さらに指導していくのかという、

そういう部分をみんなで意思統一してやらないと、ただ行きました、やりましたということだ

けでは、結果として出てこないと思うんですよ。 

   私は、その結果を求めて今やろうとしなくたって、いずれ学校がしっかりした教育活動をし

ていけば、結果というのは後からついてくるだろうと思います。私の実践の中ではそういうこ

とが全部かなってきましたので、私はそういう点で非常に自信があるものですから、もうちょ

っと校長たちに経営的な視点で頑張ってもらいたいなと思うんですけれども、そのへんのとこ

ろが不十分なものですから、ついこの間の校長連絡会でもそのような話をしたところなんです

けれども、このちょっとした動きを私は大事にしていきたいと、そのように思っています。 

○小田原委員長  どうですか。 

○川上委員  先ほどの議論で、小学校教育または中学校教育の重要性というところがありました。

私は、前回もここで申し上げたと思いますけれども、小学校が一番大事だと思うんです。教育
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長もお話しになっていましたが、数字というものは非常に説得力がある。数字の分析にもいろ

いろ意味があって、いろいろなとらえ方で説得力があるということはよくわかります。ですけ

れども、私たちは、教育の場にいていろいろなことを経験してやはり思うのは、数字に出てき

た成績そのものではなくて、本当の意味での知識ですとか実力ですとか人間力みたいなところ、

本当の意味での学力というものをつけていってほしいと思うんです。そこの基礎はやはり小学

校にあるのではないか。それから、人間的な基礎をつくる、しつけができるのは９つまで、「つ」

のつくときまでというくらい非常に若いとき柔らかい頭に影響があるのではないかというふう

に私は考えています。そして、そのときどきに、いろいろな方法論というのが今たくさんお話

が出ましたので、そのとおり実行できればいいと思います。 

   先ほどから、学校の意識、校長先生の意識と言われていますけれども、各担当の先生方のお

話が出てこないんです。私は児童・生徒に直接かかわる先生方の意識なのではないかと思いま

す。補助教材という話も出ましたが、八王子独自ということも出ました。先生独自の教材とい

うのをおつくりになっていらっしゃらないのか、つくってはいけないのかというのをちょっと

知りたいと思います。私も小さな小学校２年生、３年生の指導をしている人とかかわっていま

すが、そちらの学校の先生は、いろいろなものを参考になさりながらですが、御自分で教材を

おつくりになっていらっしゃいます。というようなところもありますので、校長先生の危機意

識もそうですけれども、先生方全員の危機意識がないといけないのではないか。私は成績だけ

のことを言っていません。コミュニケーションをとって、人として温かく育ててほしいと思い

ます。ちょっといろいろなことが出ちゃった後なものですから、一つ一つに対しては申し上げ

ませんけれど、それを一番感じます。 

○小田原委員長  何かありますか。 

○齋藤委員  そうすると、先ほどの教育長の話もわかりますので置いておきまして、ここで提示

されたこの資料の内容をここで一つ一つチェックしていき、この定例会で通った場合、これが

そのまま実施されていくということになっていくんですか。 

○小田原委員長  これは報告ですからね。どういうふうに扱っていくかですけれども。 

○齋藤委員  粛々とこれがもし実施されていくということであるならば、細かいところまで、こ

こはどうなんですか、ここはどうなっているのか、まさしく川上委員が言われたこと、市独自

の教材というのはどういうものなのかとか、検討委員会というのは一体どういう人選でどうい

うふうにつくっていくのかとか、いろんな問題点が、細かいところが出てくると思うんですけ

れども、そのあたりは議論できるんですか。 

○小田原委員長  設置の段階になれば、それはそれとしてこの定例会に出てくるだろうと思いま

すけどね。結果を受けて、こういう方向で進んでいきたいということだから、これについて細

かいことは別にして、方向性について御意見があればこの場で伺って、具体的な施策がたぶん

９月早々に提示されるだろうと思いますから、それまでに間に合うようにこの場で気がついた

ことをどうぞ。 

   例えは、僕は一番最後の「家庭教育の果たす役割について保護者の意識を高める」のところ
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が大事だろうなと思っているんですよ。これは細野委員が盛んに格差の問題を指摘されました

けれども、学校の中に格差を助長するようなことが持ち込まれては決してならない。格差を生

じさせてもならないというふうに思っているんですね。これは公立にかかわらず私立も同じだ

ろうというふうに私は思っています。それで、特に教育の中に格差が持ち込まれているという

のは、学力の高いものほど家庭における学習時間が多くなっている。学力の低い子どもたちほ

ど学習時間が少ない。そういう格差が広がっている。そのことと経済的な格差が伴っているか

どうかというのは、そこまで調査していませんからわかりません。それは細野委員に任せるし

かないけれど、僕はそれほどそういうのが広がっているわけではなくて、しつけなり、学校に

おける学習姿勢なりが家庭に持ち込まれているのだろうというふうに思います。 

   そういうことからすると、これは、ここに示したような二つの例ではだめなんですよね。学

校がもっと家庭学習にかかわらなければだめです。これは、この間、八王子のある小学校の保

護者の話を伺ったんだけれども、保護者会で担任の先生に、自分の子どものカバンをのぞいた

ら、宿題が２０枚も出てきたと。それを「先生、ほっとかないでください」というふうに言っ

たというんですね。保護者会のお母さんたちはほとんどが失笑せざるを得なかったと。自分の

子どものカバンの中くらい自分で見なさいよと。担任の先生に見てくれみたいな話をしてはい

けませんという話で、ほかのほとんどの親はそういうふうに言ったというんですけれども、そ

のお母さんが言っていることも事実なんですよね。つまり宿題を出させて、お母さんがあると

き見たら２０枚もカバンの中に突っ込んであったと。そのままにしている担任も、やはりいか

がかなものかと思いますよね。学校はそうじゃだめなんだということです。家庭で学習させる

ようなことを学校がもっとかかわっていかなければいけない。そんな暇はありませんと、学校

の先生はたぶん言うだろうと思う。それでは、何が忙しいのかをもうちょっと考えなきゃいけ

ない。 

   私が関係するところでも、学校の先生が子どもたちと向き合う時間が日本はものすごく短い

んだというふうに言われているというので、これはほうっておけない問題だから、きちんと対

応することを考えなきゃいけないんだというふうに思っているわけなんだけれども、この資料

にある二つの例示のところにもっと、学校がかかわる例を示していかなければいけないだろう

というふうに思います。そんなことを考えますので、齋藤委員も、川上委員も、気がついたと

ころがあれば御指摘いただいて、９月を待ちたいと思いますが、いかがでしょう。 

○齋藤委員  今の小田原委員長の話を受けながら、私も理念的なところをちょっとお話しさせて

いただきたいのは、私も学校教育だとか家庭教育にＰＴＡ畑からずっと携わりながらやってき

たわけですけれども、その中で非常にインパクトが強く忘れられないこととして、２００２年

の新学習指導要領というのは、ちょうど私が小学校ＰＴＡ連合会のころに打ち出されてきたわ

けですね。その考え方というのが、つまり戦後の結果だけを求める詰め込み教育というのはど

うなんだということを考え直そうという話だったわけではないですか。そのために「生きる力」

というものを考えて、ゆとり教育という話が打ち出されてきたわけですね。その後数年しかた

っていないわけですが、何となくこういう話を聞いていると、どうなのかなというふうに考え
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てしまうのは、やはりこの学力調査において八王子市が平均より下のところにいる。これは私

も、八王子に生まれて育っている人間としては、このままでいいとは思いませんよ。何とかや

はり基礎学力を上げていきたいという気持ちはありますが、その反面、何かまたもとに戻って

結果を求め過ぎてしまうんじゃないかと、今までは何だったんだろうと。何か政策があっちへ

行ったりこっちへ行ったりしているような気がしてしようがないんですね。 

   私は個人的には、ゆとり教育のあり方というのは間違っていないと思っているんですよ。だ

から、その本来の理念というものは忘れないで施策を考えていかなければならないと思うんで

すね。何かこのままだと、また違う方向に進んでいってしまうような恐さをちょっと感じるん

ですよ。だから、やはりそこのところはバランスよく、単に上位に上がっていくんだという結

果だけを求めるようなものではなくて、小田原委員長も同じことをおっしゃっていらっしゃる

わけですけど、やはりもっと考えていかなければいけない大事な問題というのは、ほかに山ほ

どあるというふうに思うんですね。そこらへんをよく、私たち八王子の市教委というのは、忘

れることなく考えていかなければならないような気がする。私もこの資料に挙げられているこ

の施策をずっと考えていくと、結果を上げるための施策であるというような感じがしますね。

それだけではないものもたくさんつくっていかなくてはならない気がします。 

○小田原委員長  今のお話で、結果でないそのほかの大事なことというのは何ですか。 

○齋藤委員  極めて具体的な話として一つ提案させていただきたいのは、私は前にも言っている

んですけれども、土曜日の授業のあり方というものを何か少し考えたいなというふうには絶え

ず思っているんですね。今までＰＴＡがいろんな行事を開いても、地域がいろんな行事を開い

ても、携わる先生というのは限られちゃっているわけですよ。自由参加というスタンスである

と管理職の先生しか参加しない。授業の一環として地域やＰＴＡが授業にどんどん入り込んで

いく。そういうようなものをつくり上げていって、決して結果だけではないものも、年間に幾

つくらいか八王子市の施策として入れ込んでいくということは、私は具体的な方法として意義

があるんじゃないかなと絶えず思っているんですけどね。 

○小田原委員長  その話は根本的にずれていませんか。今話合っていることと土曜日授業のこと

を齋藤委員が大事にしたいということとは、違うんじゃないですか。 

○齋藤委員  前にも言っているんですけれども、私は土曜日を月に１回くらいは、一般の先生方

も全部勤務にして行いませんかということを、前に石川教育長にも御相談したことがあるんで

すけれどもね。半日くらいはもちろん授業としてもいいと思うんですけれども、月に１回くら

い、土曜日の午後は、地域のために、一般の先生方は皆さん参加する。学校全体が参加すると

いうものがあってもいいんじゃないかと。 

○小田原委員長  それは何で土曜日でなければいけないんですか。 

○齋藤委員  平日だってもちろん構わないんですが、学校に負担がかかりますし。 

○小田原委員長  齋藤委員が言っている事柄は、ここで言われているペーパーテストの点数のこ

とがひとり歩きしてはとか、重視されるのでは困るんだと、もっと大事なことも考えろという

わけでしょう。もっと大事なことを考えろといったときに、土曜日に全部の先生が出てきても
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っと大事なことを考えろという、それはちょっとおかしいんじゃありませんか。どうして土曜

日なんですか。平常の月曜日から金曜日のところで毎日考えなければいけないことじゃないん

ですか。何も土曜日に月１回出てきて考えることだとは思わない。 

○齋藤委員  それは当然おっしゃるとおりで、考えることは当然いつも考えていていいんですが、

極めて具体的な話として、そういうものができたらいいなというふうに私は思うんです。 

○小田原委員長  それほど大事なことであるならば、月曜日から金曜日の中で、正規のところで

やるべきことなんですよ、国語の時間１時間を振りかえてでもやるべきなんですよ。私は、国

語というのは、漢字の読み書きだけではないと思っていますから、それこそ建築から女性問題

までやるわけでしょう。 

○齋藤委員  おっしゃることはよくわかりますし、それができれば、それにこしたことはないと

思いますよ。 

○小田原委員長  そういうことが国語だというふうに思いますから、そういうことにもっていく

には、やはり基礎的な学力というものを身につけておかないとできないから、これも決してな

いがしろにはできないことなんですね。一番上位と一番下位までの差がこんなにもあるから、

東京都全体でみると、ばらつきはそんなに大きくないわけですよ。ところが、八王子市の中で

みると、上と下の差が広がっているという、ここが問題だというのが細野委員の視点の一つで

すよね。だから、それを明確に示すことが必要なんだと。分布表でどこの学校がどこにありま

すということがわかるように示すことは、何ら差し支えないことだと思うんですよ。いろいろ

工夫して、八王子のこういう調査による結果はこうだということは、きちんと示さなければい

けないだろう。今までやってきたような公表の仕方ではなくてね。 

   もう一つは、いろいろな要素があるという話があったでしょう、学校規模だとか学級数だと

か、あるいはその中の子どもたちの動きだとか。ただ、私がチェックしたところでは、学校の

規模が大きいから、小さいから、あるいは１学級の生徒が４０人に限りなく近いから、２０人

に限りなく近いからという差が成績の上下にあらわれているかというと、必ずしもそうではな

いんだよね。上のほうにも下のほうにも同じような状況はあるわけで、ほかにももっといろい

ろな要素があるんだということも、やはり示してあげなければ、疑義が生じるだろうというふ

うに思います。 

   さらに何かありますか。 

○齋藤委員  わかりました。土曜日の話については、この話と併用して話すことは時間的にも無

理だと思いますから、ちょっとまとめます。 

○小田原委員長  もう少し言うと、土曜日の件、つまり週休２日制については、十何年もかけて

こうなったわけなんですよ。これを一日でひっくり返すというのは非常に難しいですからね。

これは教育再生会議だってトーンダウンしているわけです。ただ、都立高校と埼玉の県立高校

なんていうのは土曜日に授業を組み込んでいますけれども、これはその段階でできる話なんで

すよね。 

○齋藤委員  でも、今は、半日単位で、校長の裁量でできるわけですよね。 
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○小田原委員長  土曜日授業と言っているけれども、実際には違法ですよ。土曜日は週休日です

から。 

○齋藤委員  それについてはまとめます。 

○石川教育長  さっきの齋藤委員の土曜日に絡めて言えば、最後のほうで言われたように、土曜

日の半日代替というのができたわけですよ。今、教育に対する特に保護者からの信頼がものす

ごく欠けちゃっているわけだから、これにはいろんな要因があってこうなっているわけだけれ

ども、その信頼回復のために、一つには、もう少し教員が努力する必要があるのだろうと思う

んですね。そのために、土曜日に一斉に出られるような形にして、地域に、あるいは家庭に出

ていって、そこで教員の姿勢を示す、これも一つの方法だろうと思うんです。ですから、私は

これはやらないよりやったほうがいいと。その半日代替というのは平日でも取れるわけですか

ら、別に土曜日に改めて授業をやるということではなくて、「行事等」という形でやればできる

わけで、そのことが一つ。 

   それから、さっき委員長が言われた、家庭との問題がものすごく大きいという、これは私も

ずっと持論として校長たちにも言ってきているところなんですけれども、具体的にもっと地道

な方法であるはずですよね。一人一人の担任なり、あるいは教科担任が、子どもを介在にして

もっと家庭に働きかける部分があっていいと思うんですよ。例えばさっき宿題の話があったけ

れども、お互いに宿題をチェックするような方法を具体的に考えていけば、これだけでも違う

はずですよね。ですから、そういうふうに考えれば、あまり大げさに考えなくても、本来でき

るところをきちっとやっていったら、かなり違った結果が出てくると思います。ある程度、子

ども、特に児童の場合には、勉強するという習慣づけをさせなければだめだろうと思うんです

ね。興味のある子というのは、自分で本を読んだりいろんな調べ物をしたりするけれども、な

かなかそんな子どもばかりではないですよ。だって、今は興味関心がいろんなものに向く時代、

そういうのがたくさん環境の中にある時代ですから、やはり普遍的に大事な部分については、

学力というのは一生使うわけですから、そのベースになる部分については、最低このくらいは

やろうという方針を学校が持って、それをしっかり家庭に浸透させて、お互いにチェックして

いくという機能を持たせるべきだろうと思うんですね。そうすると、応用部分については、後

からどんどん伸びると思うんだけれども、今その一番大事な習慣づけというのをさせられてい

ないという、そこが一番問題なので、これはやはり家庭との連携、協働がなかったらだめだと

思うんですよ。 

   私はそういうことを折に触れて言っているんだけれども、なかなか個々の担任のレベルまで

見えないものですから、どうなっているかわかりませんけれども、これがきちんとできたら、

私はかなり違った結果が出てくると思うんですよ。それは、私の実践の中でも、何百人という

子どもたちとノートのやりとりをやりましたけれども、確実に子どもが変わってきます。親を

交えて一緒にやっていったら、特に児童を持つ親なんて年齢が若い人たちですから、かなり共

感を持ってやると思いますよ。だって、まだ小学校の自分の子どもに対しては、可能性がまだ

いっぱいあるというふうに思っているわけですから。ただ、高校レベルになるとなかなか難し
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い面もあるんですけれども。ですから、やはりそのへんのところを意識として変えてやる、そ

ういう働きかけを学校が主体的にやっていかない限りはだめだというふうに思いますね。 

だから、学校を何校か回ってがっかりするのは、校長たちに私のこういう考え方を言うと、

そういうのを市で、いわゆる市教委がしっかり指示してくださいよと、こう言うわけですよ。

学校経営は先生のやる仕事でしょうと言っているんですけれども、「指示待ち人間」なんていう

のがかつて言葉としてずいぶん出てきたことがありますけれども、要するに、その人たちが今

は親、あるいはその孫の世代になっているのでしょうかね。やらされるのを待っているような

経営者が非常に多い。これはやはり嘆かわしいことで、そうじゃないんだということをいろん

な形で教えるというか、気づかせていかないといけないのかなと、そんなことを強く現場を回

っていて感じます。 

○小田原委員長  そうですね。現場に行くとそういう校長を結構目にするでしょう。 

   ほかに何かありませんか。 

○齋藤委員  １点よろしいですか。最後に言おうかと思ったんですが、今の教育長の非常に大き

な話の後に極めて具体的な小さい話になってしまいそうであれなんですが、この資料の最後の

ところに、小田原委員長も大切だとおっしゃったんですが、小・中のＰＴＡ連合会のことがち

ょっと書かれているんですけれども、今の小学校のＰＴＡ連合会の加盟率はどのくらいか御存

じですか。 

○小田原委員長  ここは、「ＰＴＡ連合会」と書くのではなくて、「保護者」と書かなければいけ

ないんじゃないですか。 

○齋藤委員  そう言われてしまうかなとも思ったんですが、私はＰＴＡの活動にずっと携わって

きましたので、ＰＴＡの必要性は高いというふうに思っているんです。それを当然信じて今ま

でやってきているわけです。そうすると、小学校のＰＴＡ組織を束ねる連合会の必要性も、だ

んだん組織が大きくなってくると、果たしてその意義があるのかという問題は確かにあるんで

すが、連合会として八王子市全体でいろんなことを考えていくということは、地域のいろんな

問題を話し合う上でもとても大切だろうというふうに私は思っています。ところが、ＰＴＡが

いまだにできない学校がある。せっかくＰＴＡができても連合会に入らない。小学校ＰＴＡ連

合会の場合、そんな現状から、保護者全体で八王子市全体のことをいろいろ考えていこうとい

う会議がなかなか持てないんですね。このあたりが、もちろん保護者の方にも自主性が足りな

い部分もあるんですが、今の石川教育長の言葉をもしかりるならば、もう少し管理職の先生方

の御協力があればでき上がっていくものでもあるような気がするんですけどね。 

○小田原委員長  ＰＴＡができるというのは大事なことの一つだと私も思いますけれども、連合

会が大事だというふうに考えるのはいかがなものかと思いますよ。 

○齋藤委員  そうですか。 

○小田原委員長  教育委員会連合会もそうなんだけれども、連合会が目的化されるんですよ。目

的はもっと別なところにあるわけですよ。だから、ＰＴＡができても連合会へ入らないという

のは、保護者からも聞きます。その方々の話を聞くと、そこで役員になって連合会へ行ったら、
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またそこの仕事が増えちゃうんだと。だから、ＰＴＡの役員になるのが嫌だからＰＴＡもでき

ないという話になってくるわけですね。だから、ＰＴＡが目的ではない。保護者と学校との連

携、あるいは教育委員会と保護者との連携というものが大事なんだ。そこをどうするかという

ところを考えるべきであって、ＰＴＡという組織を目的化しちゃいけないんだということだと

思うんですね。 

○石川教育長  まさにそのとおりで、私もＰＴＡ連合会に招かれて、総会の後の懇親会等でお話

をさせていただく機会があるものですから、そのことを私は特に強調して言うんですよ。皆さ

ん方は、本当にそれぞれの学校のＰＴＡをしっかりやっていただきたいと。ゆとりのある人は、

連合会へ出ていろいろと活動してもそれは全くむだではないし、さまざまな情報や意見の交換

ができる場になっているから、これはこれでいいと思うけれども、でも、大事なのは、それぞ

れの所属している学校のＰＴＡなんだから、そこを何とかきっちりした形でやっていただきた

いということを言っているわけなんですね。 

   私は、資料にあるような形でＰＴＡが動くということはすごく大事なことであるとは思って

いますけれども、ただ、こういう講演会が果たしていいのかどうかというと、これまた問題が

あると思っているんですよ。というのは、大概は代表者が出てくるわけですから、皆さん意識

が高いわけですよ。こういう講演会を打つと、そこへ出てくる人たちというのは、それなりに

意識を持った人たちなんですね。問題は、意識のレベルで言えばそれ以下の人たちに、そこに

来て意識を変えてもらわない限りは意味がないわけでね。連合会でやるから学校に動員をかけ

て１校何十人ずつとかいうような、そんなことをしたらあまり意味がないわけで、今まで出て

きていない人をすべて１０人ずつ連れてきましょうとか、具体的に考えてそういう施策を打っ

ていかないと私は意味がないというふうに思っているので、全くは否定しないけれども、これ

はあまり意味のあることじゃないというふうに思っております。やり方の問題では意味が出て

くるとは思いますけれどもね。 

○齋藤委員  小田原委員長と石川教育長のお話をよく肝に銘じながら私も聞きますけれども、Ｐ

ＴＡ連合会は、自分の出身母体ですから、今のようなことを言われるのは、一生懸命やってき

たつもりなんですがね。連合会というのは、八王子の上に東京都の連合会があって、その上に

行くと全国まであって、どこまでも広がっていってしまう連合会というのが確かにある。だか

ら、東京都や全国までいくとどうなんだというのは、私もいろいろと自分で経験して、思うと

ころはあるんですけれども、ただ、八王子の中で全体を考えながら活動している連合会という

のは、私は絶対に必要だと思っています。だから、そのあたりのところを、教育長の言われる

講演会だって、おっしゃるとおり、やり方次第だと思うんですよね。単なる代表者を出してや

るような講演会ではなくて、真剣に考えれば八王子全体のレベルアップに必ずつながると私は

信じています。 

だから、ＰＴＡ連合会については、自分も携わってきたことですから、これは曲げられない。

大切だと思っています。少なくとも八王子の連合会は絶対にそうです。それを一本化しながら

考えていくということは必要だと、私は信じています。それをあまり必要ないとか意味がない
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と言われるのは、僕は曲げられません。 

○小田原委員長  今の一本化するということについて言えば、どうぞやってくださいという話で

すよ。でも、学校の校長先生方が、例えば保護者との連携を考えるときに、ＰＴＡに入るとか、

入らないとか、ＰＴＡの組織があるとか、ないとかというよりも、学校に来て親と話ができる、

そういう家庭、保護者であればいいわけですよ。でも、そうでない保護者、連絡をつけように

もなかなか連絡がつかない保護者、そういう保護者や家庭に対してどうするかというのをかな

り悩んでいるわけなんですよ。そういうところを連合会なら連合会としてどういうふうに考え

るのか、そういったことに取り組むべきであって、一本化とか何とかいうところは別な話だと

思いますよ。 

○齋藤委員  わかりました。もちろん連合会も小田原委員長がおっしゃっているような問題を考

えているんですよ。やはり出てこない親をどうしていこうと、どうすればそういう親に参加し

てもらえるかと考えていますよ。だから、そういうためにも私は絶対に必要だと思っています。 

○小田原委員長  だから、そのために必要だという話は別な話だと。この話はまた別なところで。 

さっきの教育長のお話の中で、子どもを通じて家庭と学校とのやりとりというのは、例えば

幼稚園とか保育園の段階ではできているわけだからね。しかも、毎日やっているわけだよね。

保育園の忙しいお母さんだって、保育園の先生との毎日の連絡・交換はやっているわけだから、

学校においてもそれは当然可能なんだというようなことも含めて、考えていただくこともたく

さんあるだろうということですね。 

ということで、指導室から報告が出されましたけれども、その報告をもとに、この報告を受

けてこれからどうするかというところがやはりポイントになるだろうと思いますので、今幾つ

か提起された問題点、課題、方向性を十分検討されて、できるだけ早い時期に具体的施策を提

示して、有効に働きかけ、実施していくことを進めていただきたいと思います。 

いろいろ言い足りない部分もあったかもしれませんけれども、よろしいですか。 

○齋藤委員  もう１点よろしいですか。ここに書かれていることというのは、今までの教育委員

会の中で出てきた問題もたくさん、重なっている問題がありますよね。そこらへんは早く整理

していくこともすごく必要だと思うんですよ。だから、いろんな課とも連携を取りながら、い

ろんなことをまとめていくという作業も考えていかないと、みんな関連しているような気がす

るんですね。例えば資料にある、「多くの授業補助者を配置するため、教員免許を持っていない

者をＡＴと併せて配置する」という取り組みなんかは、石川教育長がいつも言っている人材バ

ンクの問題と当然絡んでくる。また、小・中一貫カリキュラムの検討なんかもすごく大切な問

題だと思っていて、本当にじっくりとレベルアップを考えていくときには、非常に大切な施策

じゃないかなと私は思っています。このやり方というものも、もうずっと言われていることで

すから、うまくまとめていって、整理をしていって、あちこちでばらばらにやるのではなくて、

進めていくということを考えていただきたいと思います。 

○小田原委員長  小・中一貫になると学力テストの結果が上がるなんて思ったら、違いますよ。

私は前から言っているけれども、八王子市の取り組みの場合、ほとんどが併設型あるいは連携



 －２７－

型の小・中一貫校なんですよ。資料にある「小・中一貫カリキュラムの検討」のそのカリキュ

ラムをどうするかというのは、私立のほうがやっている、中学２年の段階で中学３年まで先取

りしてやっちゃうみたいな、そういうカリキュラムになるだろうと思います。例えば社会科で、

小学校で歴史をやる。中学校でも歴史をやるわけですね。高校へ行ってもやるわけです。そこ

のダブりの部分をどう小・中でつなげていくかという、そうするとより歴史認識がしっかりし

てくるだろうというようなところが、カリキュラムがやりやすくなるということなんだと思い

ます。これは他の教科でも同じことがいえるわけですけれどもね。だから、それで力をつけて

いくにはどうするかという、そこを考えないといけないわけで、カリキュラムだけではなくて

指導方法とか教材の開発とか、いろんなことが入ってくるだろうと思います。 

   いろいろこのほかにもあるだろうと思いますし、今までの整理をしながら学校現場の実行可

能なところから進めていって欲しいと思います。 

   それでは、指導室の報告について、以上でよろしいですか。またこれについては近いうちの

教育委員会で具体的な報告事項、あるいは協議事項として出るだろうと思いますので、またそ

のときに御意見をよろしくお願いしたいと思います。 

   ほかに何か報告する事項等はございますか。 

   続きまして、指導室から「学校経営を充実させるための支援事業の実施について」について

報告を願います。 

○朴木指導室統括指導主事  学校経営を充実させる支援事業の実施についてということで、学校

の経営方針から経営計画に変えていき、学校の教育内容についてのＰＤＣＡプランをしっかり

つくり、きちっとした評価システム、あるいは先生方への経営参加を求めるような経営計画を

次年度から校長先生につくっていただく、そのための組織あるいはモデルのプランの提案、こ

ういったことを始めていきたいということで、担当から提案させていただきます。 

○山下指導室指導主事  それでは、学校経営を充実させるための支援事業の実施について報告を

させていただきます。 

   実施の目的ですが、現在、市立の小中学校全校で校長が年度ごとに自らの学校経営のビジョ

ンを示した「学校経営方針」を文書として作成し、所属職員への周知が行われているところで

す。しかし、学校評議員制度、学校選択制度、地域運営学校等の取り組みにより、校長の経営

に対する説明責任と結果責任がより一層問われていることから、現在の学校経営方針を再検討

し、校長のリーダーシップによる組織としての具体的な取り組み、結果の検証、評価改善の仕

組みを示した学校経営計画を作成することが求められております。そこで、本市教育委員会で

は、プロジェクトチームを発足し、本市としての学校経営計画と、その計画に含まれます自己

評価、外部評価のあり方を明らかにし、各学校での作成、実施について支援を行おうとするも

のでございます。 

実施に当たっては、組織として、プロジェクトチーム、学校経営計画検討委員会を組織する。

この検討委員会の組織ですが、小学校長６名、中学校長６名の計１２名、事務局として指導室

指導主事が参加いたします。検討事項は、ここにありますとおり、学校経営計画の項目の検討、
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目標設定、評価・改善方法の検討、学校経営計画例の作成、全校長への周知説明でございます。 

資料２枚目のほうには、検討委員となっております小・中各６名、計１２名の学校長、事務

局の担当指導主事２名が記載されております。この中で委員長、副委員長が互選で選ばれてお

ります。 

日程でございますけれども、既に第１回検討委員会が７月１８日に実施さました。これから

１０月末まで４回の検討委員会を実施し、本市としての学校経営計画の例を作成していきます。

同時に、評価・改善の方法について例を示していくということでございます。そのあと、１１

月上旬から１２月中旬にかけて、小・中校長会で経営計画の提示及び説明をさせていただきま

す。そして、平成２０年度には、学校経営計画の導入を各小中学校で実施する予定です。 

以上でございます。 

○小田原委員長  指導室の報告は終わりました。ただいまの件について御質疑はございますか。 

○齋藤委員  私の記憶が、本当にちょっとうっかりしているところもあろうかと思うんですが、

この内容、「学校経営を充実させるための支援事業の実施について」というのは、以前いつごろ

説明が出ましたか。 

○由井学校教育部参事  学校長の経営力の向上ということで、今年度の事業のところで、経営力

を向上するために「学校経営計画」という言葉は使わなかったのですけれども、経営力の向上

ということでお話ししています。 

○齋藤委員  わかりました。ちょっと私のほうの理解が足りなかったというか、今回、この資料

を送っていただいたときに、この話はいつあったかなというようなイメージだったものですか

ら。申しわけございません。 

   そんな中でちょっとお伺いしたいんですけれども、この１２人の、小・中から６名ずつ先生

が選ばれていますけれども、この人選はどうやったんですか。 

○由井学校教育部参事  大きく２つありまして、１つは、私のほうで校長と自己申告のヒアリン

グする際に学校経営方針を拝見しています。この中で、学校経営方針、きちっとしたＰＤＣＡ、

マネジメントサイクルにある程度基づいてある程度つくられている方の中から選んだというの

が１つ。もう１つは、校長会長とお話ししながら、年齢構成のバランスというのでしょうか、

中堅、若手、それから納め役というような方を校長会長と話し合いながら決定していったとい

うことでございます。 

○齋藤委員  俗に言うと一本釣りですかね。 

○由井学校教育部参事  まあ、そうですね。 

○小田原委員長  そうじゃないでしょう。指名したということでいいんじゃないですか。教育委

員会の責任において指名した、指定したんだと。非常にいいことだと僕は思いますよ。御相談

しながらやってください。 

○齋藤委員  そういう内容を実際に考えていったときに、やはり地域性というものがたくさんあ

ろうかと思うんですが、八王子全体のバランスから中学校を考えたときに、松が谷、宮上、松

木のいわゆるニュータウン地区から３人と、ほかに甲ノ原、横川、川口など、ちょっと偏って
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いませんか。 

○由井学校教育部参事  学校経営計画ということですので、実態把握の部分では地域の実情とい

うのは若干関係ありますけれども、その雛型、例を幾つかつくり上げていくということを考え

ますと、地域性の問題というよりも、学校経営計画のつくり方ですとか、盛り込む内容ですと

か、そういうことについて検討する委員会ですので、地域性というのはさほど大きな影響はな

いと考えます。実際につくるときには影響していきますけれども、これはその方策を示すとい

うものですので。 

○小田原委員長  実施の目的、趣旨を考えたら、地域性はそう問題にならないんじゃないですか。

やはり人の問題だろうというふうに思いますよね。ある学校に行ったら、既に経営計画に近い

ものをつくって、全教職員や保護者に示している学校もありますよね。だから、今さらという

感じもしないわけではないんだけれど、こういう人たちに集まって検討してもらわなきゃなら

ない状況にあるというのは確かなんです。そうすると、この問題はやはり地域性じゃないんで

すよ。人で、これからの八王子の校長のリーダーになってほしい人たちに、やはりこれは検討

してもらってリードしていってほしい。そういう性格のものであると思います。 

○齋藤委員  率直な感想を述べさせていただきたいんですけれども、今までも市教委の中でいろ

んな委員会だとか検討委員会だとかというのができ上がるたびに、形骸化というか、形だけで

やるものはもうやめていこうと。本当に必要なものを真剣にやっていこうと。形だけのものは

少し整理しましょうと。こういったことをずっと言い続けてきたわけですね。 

   そんな中であえてお伺いさせていただきますけれど、この「学校経営」というような文言と

いうか単語がすごく出てきたのは、ここ数年の間に都教委のほうからまず高校のほうから来て、

ここ数年の間に出てきた言葉だと思うんですけれども、私の率直な意見を言わせていただきま

すと、八王子の市教委としてこのプロジェクトチームは本当に必要として設置されたものなの

かどうなのか。都教委のほうから言われて、それを受けたというようなイメージは否めないよ

うな気がするんですけれども、小田原委員長はあえて必要なものだから優秀な人材を集めて会

議をしているんだというふうにおっしゃいましたけれども、本当にそれが今後の八王子の市教

委のために役立つ大切なプロジェクトチームであるならばそれでいいんですけれども、何とな

くイメージ的には都教委からの流れを受けて、八王子の市教委もやっていますよという姿勢を

見せているというようなところはありませんか。 

○由井学校教育部参事  そういうことは全くありません。校長の経営がきちっとしたものになる。

つまり達成目標をちゃんと持って、組織目標でもいいんですけれども、それに向かってどう学

校経営をしていくのか、何をどのように実施していって、何で評価していくのだろうというの

が非常に必要である。それをきちっとやることによって経営力も高まっていく、学力も当然高

まっていくというふうに考えております。 

○小田原委員長  「全くございません」というのはそうなんですか。 

○由井学校教育部参事  ございません。 

○小田原委員長  説明が足りないと思うんだけれども、指導室長は全くないという認識で僕はい
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いと思うんだけれども、教員、校長も含めて、自己申告制度というのがあるわけですよ。教員

が自己申告を記入するに当たっては、４月当初に示される学校長の学校経営方針に沿って自分

の年度の目標を設定しなさいというふうになっているんですよ。これは規則で決まっているわ

けだね。 

○朴木指導室統括指導主事  自己申告票はそのように書くようになっております。 

○小田原委員長   学校経営方針は各学校長が示さなければいけない。当然あらねばならぬし、

「学校経営計画」というのは今の新しい言葉でもない。ただ、それが新しく聞こえるというと

ころに問題があるわけです。私はそう思いますよ。「学校経営」という言葉は、戦後すぐにある

出版社から「教育経営」とかそういう言葉で出てきて、教育に経営なんていうのはなじむのか

と言われながら、もう何十年とある言葉で、決して新しい言葉でも目新しい言葉でもないわけ

です。 

○齋藤委員  だから、あえてそんな感じが逆にしたんですね。つまり、東京都は２００２年ごろ

からこういうことを教育庁が発表してきて、まさしく石川教育長などが都立西高のときにそれ

を受けて、西高の実践ということで取り組まれた。ホームページに出ていますよね。そうやっ

て数年前からやってきているものを、どうして突然、この「突然」というのは、これは私が思

っているからかもしれませんけれども、八王子のプロジェクトチームをつくる流れになったの

かなと。しかし、これはそんなことではないとおっしゃるんですから、それはそうなんでしょ

うが、これからこの結果が見えてくるのでしょうから、それを見守っていきたいと思います。 

○小田原委員長  逆に考えないといけないのかな。教育長なり室長のリードでこういうのが出て

きたとしても、それを出さなきゃならないほど、学校経営計画なるもの、あるいは学校経営方

針なるものが不十分であるというふうに見なきゃいけないんじゃないか、だからこれが必要な

んだと。例えば学校でＰＤＣＡというような言葉というのは、どこから出てきたか。マネジメ

ントサイクルを入れましょうみたいな話というのは、２０００年ごろからの話になるだろうけ

れども、ＰＤＣＡなる言葉も、本来、そういう言葉が出てこなくても行われてしかるべきとこ

ろが成されていなかった。だからという意味で目新しい言葉に聞こえるかもしれないけれども、

それが不足していたんだということだと思いますよ。 

○石垣学校教育部長  屋上屋を架すようでございますけれども、これについては室長から私のほ

うにも相談がございました。今の学校をどうしていくかという、もっとよくしていこうという

形の話の中でこういう組織をつくっていこうということで相談がございまして、私もそれはや

るべきだと。内部評価あるいは外部評価という制度も今出てきておりますし、そういう中でき

ちっと基準というものをつくっていかなければいけない。その基準に沿ってどう学校を運営し

ていくかということが求められているわけですから、そういうことの中でしっかりした対応を

教育委員会として、学校を含めてでございますけれども、やっていこうというのが今回の目的

でございますので、東京都とかからではなく、我々指導室の発想から純粋に出たものだという

ことで御理解をいただきたいと思います。 

○齋藤委員  お言葉を信じながら、今後よくなっていくことを見守っていきたいというふうに、
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もちろん一緒になってやっていかなきゃいけないんですけど、感じます。 

   ただ、小田原委員長がおっしゃったＰＤＣＡというのは、何か民間の経営理念と学校が何か

こうなっちゃうところがどうもあるんですよね。 

○小田原委員長  「学校評価」という言葉はいつからでしたか。 

○由井学校教育部参事  かなり前ですね。 

○小田原委員長  忘れるくらいに古い言葉なんですよね。ものすごく細目にわたって評価項目が

あるんですよ。それをかなり前からやってきているのに、それがありながら、どうして今さら

「学校評価」というふうに言っているかといったら、その評価が極めて恣意的なんじゃないか

と。それで、学校評議員とか、その前の学校運営連絡協議会ということで外部評価を入れるよ

うにやってきたにもかかわらず、何かといったら自分に都合にいいようなアンケートをつくっ

ちゃっている傾向がある。そういうことではやはりまずかろうというので、自己評価、外部評

価というのをもうちょっと見直していかなければいけないのではないか。従来行われていた事

柄を言葉を変えて言うことによって、責任性のあるものにしていきましょうというのがこうい

うことだと、私は思いますよ。別に新しいことでも何でもない。純粋でも不純でもない。今ま

でやるべきことをきちっとやっておかなかったところをきちっとやっていきましょう。さっき

の佐藤さんの言葉、「しっかりした具体的なものにしていきましょう」ということだと、私は理

解しています。 

○石川教育長  今のところを少し補足すると、このマネジメントサイクルは、２０数年前に東京

都の公立高等学校長協会が研究基準の中でまとめて、それで都教委に提言したんですよ。まだ

世間に「経営」なんていう言葉がない時代に、ＰＤＣＡサイクルでやるべきだと。ところが、

都教委はそれを全然採用もしないで、２０年近くたって、何かの話のときにそのことが話題に

なって、それをとにかく参考に勉強会を開こうということでスタートしたんですね。私もその

ときからかかわっているものですからわかるんですけれども、必ずしも上からの押しつけとい

うことではないんですよ。もともとは現場の声があって、それで、なかなかいいものがありそ

うだ。これはやってみる価値がありそうだということで、民間では当たり前のこととしてずっ

とやってきたわけだけれども、それを学校の中にも取り入れようということでスタートしてい

ますから、押しつけではなくて、校長が考えている経営の方針を一部書き換えて、もっと教員

やそのほかの人たちにわかりやすいような計画にして、それに基づいて経営をしていくという

ことですから、管理を強化するという話ではないんですよ。 

   そのときに、私が一つ反対をしたのは、数値目標をその中に入れて、東大に何人入れろと言

ったものですから、それはできないと、その部分については反対したわけで、そのほかについ

ては、非常にわかりやすい計画をつくらなきゃいけないけれども、それによって目標が明確に

なって、教員も、親も、子どもたちも非常にわかりやすい教育活動ができるということだと思

います。 

   私もここに来てすぐに、石垣部長の前任の部長に自分のものをお示ししたこともあるんです

けれども、それを私が強要したわけでも何でもなくて、機が熟するのを待っていろと。それで
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ここに至っているわけで、たまたま学力低下の問題も、結果の悪いという問題もあって、いい

時期かなというふうに思って、せっかくやるのであれば、できるだけ効果のあるものにしてい

きたいということです。 

○小田原委員長  基本問題検討委員会でしたか、第１次から第３次くらいまであったときですね。 

○石川教育長  そうですね。 

○小田原委員長  そういう経過であるとか、あるいは市立学校が改革を進めてきたとかいうよう

な経緯は、中井浩一さんという方が中央公論から出している本の中に詳しく書いてあります。 

   ということですが、そのほかいかがですか。 

   では、そういうことで「学校経営を充実させるための支援事業の実施について」ということ

は、この方向で進めていただくということでよろしくお願いいたします。 

   ほかに何か報告する事項等はございますか。学校教育部長。 

○石垣学校教育部長  前回、前々回の案件で出させていただきました学校の運動場あるいは体育

館の使用時間の件について、ちょっと御報告させていただきたいと思います。 

○小田原委員長  はい、どうぞ。 

○遠藤スポーツ振興課長  １８歳未満の者への校庭の夜間開放につきましては、八王子市校庭夜

間開放実施要項の一部改正を行い実施しようといたしましたが、前回の定例会でもお話のとお

り見送ることといたしました。以上でございます。 

○小田原委員長  「見送ることとしました」だけでいいんですか。 

○遠藤スポーツ振興課長  今後は、定例会で行われました議論を踏まえて、調査・研究をしてい

きたいと思っております。 

○小田原委員長  調査・研究をする。よろしいですか。 

○齋藤委員  調査・研究をなさるということですから、これがいいきっかけになったと思うんで

すね。校庭と併せて体育館の問題もどうするかということですよね。それが保留になっている

わけですから。私は、そんなに難しい話じゃないように思うんですけどね。体育館を利用して

いる１８歳以下の子どもたちの使用時間をどうしようかというだけのことでしょう。 

○遠藤スポーツ振興課長  そうでございます。 

○小田原委員長  調査・研究だから、望ましい睡眠時間はどのくらいかとかいうことも調査・研

究するわけですね。 

○遠藤スポーツ振興課長  はい。 

○小田原委員長  最近はやりの脳科学について、何時に寝ればどうなるかというようなことも調

査・研究して、教育委員会としては、例えば何時には帰らせて、各家庭で夕飯をちゃんと食べ

て、９時には寝るようにというようなことがおそらく出てくるでしょうから、そういう方向で

御検討願いますということです。 

○石川教育長  うなずいているけど、大丈夫かな。 

○遠藤スポーツ振興課長  そのへんを学校教育部を交えまして教育委員会として検討していきた

いと思っておりますので、よろしくお願いします。 
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○齋藤委員  更にいいですか。そもそもこの話が出たというのは、地域から声が上がったわけで

しょう。子どもたちにも校庭を開放してほしいという強い要望があったから、さあどうしよう

かということを考えだしたわけですね。それで、９時まで使ってもらおうということを一たん

提案したと。だけれども、いや、それは少し遅過ぎるのではないかということで異議が出て、

考えましょうという話になったわけですよね。それで、今回はというと、平たく言えば、もう

やめましたという話なんでしょう。 

○遠藤スポーツ振興課長  はい。 

○齋藤委員  ということは、体育館のほうのことも考えながら、なおかつ校庭のほうも、要望は

あるわけですから、９時まではだめだけど、８時までならいいのか、７時半までならいいのか、

そのあたりのことも当然検討していくということで理解してよろしいですか。 

○遠藤スポーツ振興課長  そのとおりです。 

○齋藤委員 わかりました。 

○石垣学校教育部長  今の齋藤委員さんのお話でまとめられるのかなとは思いますけど、撤回す

るというのは、１つは、今は、使用時間等は、それぞれ館と学校では現状のままでいくという

ことでございます。 

   もう１つは、検討内容の部分については、教育委員会、学校教育部と生涯学習スポーツ部で

協議していくというような説明もありましたけれども、現実に使っている団体が実際にありま

す。ですから、そういう団体で一生懸命やっている方もいらっしゃるわけですから、それが８

時半がいいのか９時がいいのかという部分で、状況も伺いながら、私のほうはそれなりの一つ

の基準を決めていかなければいけないだろうと思っていますので、そういう意味での検討の時

間をいただきたいということでございますので、よろしくお願いいたします。 

○小田原委員長  この問題は、校庭とか体育館だけの話ではないんですよ。じゃあ、塾は１１時

までやっていいのかとかいう話にもなっていくわけですよ。そうじゃないんだと。子どもたち

の一日の生活サイクルというか、リズムというか、どういうのが望ましいのかというところを

教育委員会として示して、これを家庭、あるいはスポーツ団体などにそこのところを理解して

もらわなければいけない話なんですよ。だから、そういうことを研究してほしいということで

す。方々の御機嫌を聞いて、こういうふうにしていただきたいのでというような、そんな話と

は違いますよ。そこを間違えないようにしてほしい。そういうことです。 

   ということでいいですか。よろしくお願いします。 

   ほかに報告することはまだありますか。 

○石垣学校教育部長  特にございません。 

○小田原委員長  委員の皆さんで何かございますか。 

○齋藤委員  かなり時間も押していて貴重なお時間だと思うんですが、夏休みにいよいよ入りま

して、「パワーアップ研修」という八王子が独自で行っている先生方への研修が始まると思うん

ですけれども、これは、もう何年も行われているわけですね。以前、今年度はずいぶんやり方

を変えたというようなところの御報告をいただいておりますけれども、少し具体的な話を定例
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会の中で伺っていないような気がしたものですから、簡単にでも、状況と施策をお聞かせ願え

ればと思います。 

○朴木指導室統括指導主事  「パワーアップ研修」について、今年度どのように変わったか、ま

たどういう経緯で変わってきたのかという御質問をいただきました。簡単に説明申し上げます

けれども、平成１４年度からこれまでパワーアップ研修をやってきたわけですけれども、これ

までは夏季休業中の集中した５日間ないし４日間に指導室主催の研修を開催いたしまして、と

りわけ平成１４年度から自宅研修等がなくなって、教員の研修機会の保障という観点から、こ

れは小学校、中学校の校長会からも申し入れがあったというふうにも聞いておりますけれども、

そういったところから指導室が主体となって教員の研修の機会をつくろうということで行って

きました。 

   ５年間行ったわけですけれども、幾つかの効果があったというふうに考えております。一つ

は、夏季休業中の先生方の研修意識が向上されたのではないか。平成１８年度は、８１パーセ

ントないし８２パーセントの出席の先生方がいらっしゃいました。また、研修内容について、

今のところは一定程度の評価を得ていると感じております。評価カードをいつも配って、それ

をすべて集計しておりますけれども、すべての講座について平均である「わかりやすかった」

という評価が９２パーセント、それから「役に立った」というのが８８パーセントございまし

た。それから、職層とか経験に応じた研修の機会も充実してまいりました。 

こういう成果はあったんですけれども、一方では、夏季休業中で、各校が独自に実施してい

る特色ある教育内容を研究していく絶好の機会でもある。それから、部活や補習、水泳指導の

絶好の機会でもある。それから、さらに専門的研修を行う先生方も、研修期間中にはいらっし

ゃいます。そういったことで、パワーアップ研修を入れられると困るんだという声もございま

した。そういったところから、研修期間を、例えば平成１７年度からは、小学校のプールの期

間をずらして８月の頭にもってきました。そうすると、８月の頭にもってきてしまいますと、

中学校の部活の絶好の機会であったりもする、あるいは全国的な研修の発表の機会であったり

もするなど、これもまたさまざまな課題がでてきた。 

そのようなところから、これまでの成果も踏まえて、より発展的にパワーアップ研修をやっ

ていく必要があるだろうということで、今年度から特に企画提案型を中心としたパワーアップ

研修としました。特に指導室側で全部企画して募集するのではなくて、予算を各学校に配置し

まして、学校がそれぞれの課題において企画提案し、それをこちらが承認する。その企画提案

した研修については、八王子すべての先生方が参加することができる。それから、小教研、中

教研という教科等が主体となった研究がありますので、そこでの各教科部等が企画する研修。

それから、教育センターの研究推進案というのが研究主任の先生方を中心に行われていますけ

れども、ここのそれぞれの研究班で企画する研修。それから、指導室として企画する研修。こ

の４本立てでの企画提案型を中心とした研修ということで、言葉は適切でないかもしれません

が、お仕着せの研修ではなくて、学校の経営方針とか経営計画に従って、あるいは課題に従っ

て研修を企画したものをこちらが認めていく。そして、期間も、夏季休業中ならどこでも構い
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ませんよというようなことで始めたのが、今年度の研修であります。 

これと同じことをどこかで申し上げた記憶はございますが、私のほうで少し足りなかったか

もしれません。そのようなことで、きょうお配りした研修内容として、７月２３日から既に始

まっているところですが、全講座数が今年度は１５２ございます。企画した小学校は７０校の

うち５９校、中学校は３８校のうち２６校から企画提案がありました。それから、企画段階で

申し込んだ受講予定者数は延べで６，６３０人でございます。簡単に報告させていただきまし

た。 

○小田原委員長  ということですが、いかがですか。 

○齋藤委員  ここまでまとめられるのは本当に御苦労だったと思うんですね。また、今年度は、

新しいやり方ですから、その結果が来年以降の研修にどう生かされていくか、またデータをと

っていく必要性があるだろうと思います。それをまとめるのはまた御苦労だと思うんですけれ

ども、あえて少し言わせていただきます。 

私もＰＴＡの出身なものですから、いろんな先生方とも、顔なじみの方もいらっしゃって、

普通のおつき合いの中で「今回のパワーアップ研修はずいぶん変わったけど、どうなの」なん

ていう話を聞いたりするんですね。それで、私が感じたことは、受けとめ方が前向きな先生は、

よし、これは我々の思ったようなことができると、非常に前向きに受け取っている先生がいら

っしゃるんですね。そういう方々は、自分たちでいろんな企画を考えながら、よりいい研修に

していこうと。ところが、一方で、ちょっと押しつけられたというか、何かそれをすごく苦労

に感じちゃっている先生もいらっしゃるように感じたんですね。そんなことから、どんどん格

差がまた開いていってしまうのではないかというような心配をちょっとしましたけどね。つま

り、前向きに受け取る学校は、これによってよりいい研修をしていくでしょう。でも、そうで

ない学校は、そこはうまく指導室のほうで尻をたたいていかないと、その学校は何か置いてい

かれてしまうのではないか。そこらへんをどういうふうにしていくのか、ことしのデータ、結

果をしっかり見ていっていただきたいと思います。あくまでも私が聞いた非常に少数の中の意

見ですから、全体的な意見としてではないんですが、よりいい研修になればいいなと思います。 

○小田原委員長  齋藤委員の言う「前向きな学校」というのは、どういう学校ですか。中学校で

いえば、前向きな中学校というのはどういう学校なんでしょうか。具体的な名前ではなくて、

どういうことをやれば前向きな学校なのか、お仕着せだと認識して負担に感じている学校とい

うのはどういう学校なのか。 

○齋藤委員  単純にそのままですけれども。 

○小田原委員長  例えば中学校は２６校が提案しているんですよね。 

○朴木指導室統括指導主事  はい。企画提案がありました。共催しているところもございますの

で、延べで２６校になります。 

○小田原委員長  そういう話でしょう。共催という話があるわけでしょう。それから、中学校と

いうから、一つの中学校全部がというふうに思うと、そうじゃないんだよね。つまり、何々中

学校といっても、例えば音楽の研修ですといったときに、音楽の教員が１人か２人しかいない
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学校で研修をやるといったら、それも１校と数えられるわけでしょう。 

中学校は２６校が企画したというけれども、２６校の学校の先生方全部が研修をそこでやり

ますよというカウントの仕方ではないわけでしょう。どうなんですか。小学校にしても。 

○朴木指導室統括指導主事  研修の企画数ということです。 

○小田原委員長  企画数で、３７校のうち２６校やれば、ものすごく参加率がいいように聞こえ

るけれども、そもそも、これは悉皆研修なんですか。八王子の小中学校の先生方全部がこの中

に何時間参加しなければいけませんという内容の研修だというように理解していいんでしょう

か。 

○朴木指導室統括指導主事  悉皆ではございませんが、ここで半日２単位という研修を各学校で

企画しております。その単位数を取ったものについては研修履歴に載せるというような方策で

やっております。あと、委員長のおっしゃった企画した学校数のことですけれども、もちろん、

各学校の先生方が勝手に企画するわけではございません。これは校長先生が申請者になって、

学校の代表者として申請するわけであります。 

○小田原委員長  そんなのはわかっているんですけれども、例えば先ほど音楽の話をしたけれど

も、ある中学校で音楽研修をやると言えばどこが出てくるかというと、資料ですと、研修番号

の「４０５１」が音楽ですよ。そこでやるのは合唱と太鼓なんですよね。これは、相談役校長

名浅川中、受講希望書送付先が館中とあるけれども、この場合、浅川中と館中が１校１校と数

えられるわけですか。 

○朴木指導室統括指導主事  そうではありません。学校企画提案というのは、学校の校長先生提

案のものです。今委員長がおっしゃったこの講座は中学校の教育研究会の音楽部が企画したも

のですので、学校提案としてのカウントにはなりません。 

○小田原委員長  そうすると、学校提案というのは、この資料のどこに載っているんですか。 

○朴木指導室統括指導主事  前のほうにあります。学校名が入っているものが学校企画提案です。 

○小田原委員長  みんな学校名が入っている。 

○朴木指導室統括指導主事  例えば１ページ目からいくと、これは小学校の企画提案の中身です。 

○小田原委員長  ７ページまでですか。「０」から始まる番号がそうなんですか。 

○朴木指導室統括指導主事  はい、そうです。それから、「１」から始まるのが中学校の企画提案

のものでございます。８ページの第一中学校から１０ページまでです。ここまでが学校が企画

提案した講座です。１１ページからは、小教研、中教研の各教科部会等が企画した講座です。 

○小田原委員長  そうすると、例えば中学校でいくと、研修番号の「１０１１」は人権教育で、

この中学の先生方全員が参加するというように見ていいんですか。 

○朴木指導室統括指導主事  基本的にはそうなります。学校が企画提案して、学校の先生は基本

的に全員出ることになっています。悉皆研修が別にあるとか、キャリアプランの中で校長先生

が認めてほかに行ってもいいよという以外は、基本的には先生方はこちらで研修を受けられま

す。 

○小田原委員長  例えば先ほどの例でいうと、音楽の先生は音楽の研修を受けたいんだ、やりた
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いんだというときには、この中で、例えば全部の八王子の中学校の先生が参加できるような形

をとっていますか。 

○朴木指導室統括指導主事  はい、とっております。 

○小田原委員長  全部の学校の先生全員が参加できる形になっているわけね。 

○朴木指導室統括指導主事  はい。他の講座と設定する日がダブっている場合には、どちらかに

しか行けない場合はありますけれども、音楽部の都合で設定しましたので、音楽部の先生が全

員そこに入れるような形になっています。 

○小田原委員長  それで、その見通しはどういうふうに見ているんですか。悉皆ではないけれど

も、みんなが行けるように組んで、どのくらいの先生方に参加してほしいと。 

○朴木指導室統括指導主事  履歴に載せる単位数を２点ほど減らしました。これ以外にも研修の

機会をもっと充実させていく必要があるだろう、そういった観点から、参加率と参加者につい

ては、少なくとも昨年同程度の先生方が履歴に載るようなパーセンテージになればいいかなと

いうふうに思っております。 

○齋藤委員  実は私は事前にことしのパワーアップ研修についてちょっと教えてくださいと言っ

てお電話をして、いろいろと資料を送っていただいて、事前に見させていただいていたんです

けど、その発端は、性格がしつこいのですみませんけど、例のこども科学館、サイエンスドー

ムで現役の先生方の授業ができないのかという意見を前に言ったじゃないですか。結構それを

呼びかけたんですけれども、なかなか実現できていないということで、呼びかけ方が悪いんじ

ゃないかと私も言わせていただいちゃったんですけれども、先生方も夏休みは当然いろいろと

お忙しいし、パワーアップ研修もやりながら、プラスそういうこともできないかということに

なってくると、先生方も時間的に難しいところがある。それで、私は、例えば小教研や中教研

の理科部などが、サイエンスドームで授業をやるといったときに、それをパワーアップ研修の

中に取り入れられないかなということを聞きたかったんですよ。パワーアップ研修の中に取り

入れられれば、先生方も、自分たちの研修として、自分たちの実力アップのためにああいう場

を使って授業をやって、それがなおかつパワーアップ研修として認められればいいじゃないで

すか。そういうような発想はないかなと思って事前に聞いてみたんですね。 

   電話での応対では、ちょっとそれは厳しいんじゃないですかというお話だったんですけど、

こうやって今のお話を聞いていると、例えば中教研あたりは理科部で研修をやるようですしね。

それをパワーアップとして認めてほしいということになれば、それは、大丈夫なんでしょう。 

○朴木指導室統括指導主事  逆にサイエンスドームでしかできないような先生方全部に広められ

る研修を企画していただいて、地学の区分で企画していただいて、サイエンスドームを使いな

がら先生方の実例研修をするとか、授業改革のための研修をするというのは可能です。そうい

う企画提案をしていただけば、こちらが認めることは十分に可能かと思います。 

○齋藤委員  今回、こういった企画型のものになったから、可能性が広がってきたのかなという

感じがするんですね。これは私が個人的に少ししつこく言っていることですけれども、来年ま

た先生方にお声をかけるときに、決して押しつけではなくて、そういうやり方もあるんじゃな
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いかというようなことでアドバイスしていけば、私はいいプランだと思っているものですから、

しつこくてすみませんけれども、ぜひ来年度以降に実現したいですよね。ことしはもちろん無

理でしょうけど。 

○朴木指導室統括指導主事  全然話が変わりますけれども、理科支援授業といいまして、宇宙事

業開発機構から先生を招いての、齋藤委員がおっしゃったような特別講師による授業等も今小

学校で始まったところですので、そんなところのことからも、そういう研修というのは可能性

があるというふうに私は考えます。 

○小田原委員長  この研修は八王子の先生方でなければ参加できないんですか。ほかの区市の先

生方、他府県の先生方が参加するというのは可能なんですか。 

○朴木指導室統括指導主事  例えば１０年経験者研修をパワーアップ研修でやっていたときです

けれども、他市から代替研修等で、あるいはそれをそのまま市の１０年経験者研修の１コマと

してやってくれないかという要請をいただいたときには、共催という形でやったことがありま

す。例えば今後そういったことも、人数の問題とか施設の問題等ありますけれども、考えて視

野に入れていくことも必要かなというふうに思っております。 

○小田原委員長  視野ではなくて、さっきの学力向上とあわせて、先生方の指導技術の向上は必

須のことなんですよ。それから、こういう夏休みですから、指導技術だけではなくて、先生方

の認識力あるいは人間の魅力を身につける機会でもあるわけで、そういった研修も必要なんだ

というふうに思うわけです。そのときに、さっきの学力向上を見ると、区市よって学力の開き

があると。だから、これは、八王子だけでではなくて、広域的に先生方の交流をしながら、学

力向上のために先生方がいろんな面で研き合っていくということをやるべきだというふうに思

うんですね。だから、これを全国に呼びかけて、自分のところだけではなくて、全国に、自分

たちはこうやっている、こういう努力をしている、こうやって自分たちの力を研き合っている

んだというようなことを広めていく。そういう中で自分たちの力をさらにまた高めていこうと、

意欲も高まる。そういうことでやっていきたいなというふうに思いますいで、そういう機会に

していただきたいですね。 

○川上委員  一つだけでよろしいですか。先ほど参加者には半日２単位の研修履歴を載せること

ができるというふうにおっしゃった。それから、これを全員が受けなくてもよろしい、それは

校長がほかの研修をしたということを認められればということですが、例えばその研修とはど

ういうところですか。 

○朴木指導室統括指導主事  例えばパワーアップ研修期間中に自分の専門性のあったところ、全

国大会の非常に大事な役員をやっておられて、そこでの役割が、校長先生にとって、その先生

の育成観点からよいと判断されれば、そちらのほうを優先してもいいよと。あるいは、都の研

修センターがさまざまな夏期の企画研修をしておりますので、そちらに行ったほうがその先生

の資質向上に役立つということであれば、そちらのほうを優先してもいいよということです。 

○川上委員  そういうふうに振り替えるということですか。国内、国外でも研修がいろいろござ

いますよね。そういうところに私費で参加したということも認められますか。 
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○朴木指導室統括指導主事  パワーアップ研修の履歴にはなりません。 

○川上委員  パワーアップ研修の履歴にはならないんですか。 

○朴木指導室統括指導主事  履歴には載りませんけれども、本人の資質向上にはつながると。 

○川上委員  それはすごく狭い考え方ですね。パワーアップ研修というのは人間の資質向上をす

るためのものではないんですか。 

○小田原委員長  危ない部分もあるんですよ。例えば全国大会に行って受付をやることが研修で

すみたいな話になるおそれもある。 

○朴木指導室統括指導主事  研修履歴に載ることについては、例えば都がやっている研修は、こ

れによって研修履歴に載りますよとちゃんと印がつけてありますので、研修履歴に載るものを、

その先生がもし履歴というのを使うのであれば、それを選べばいいのだろうと思います。 

○小田原委員長  ということですが、いかがですか。 

   パワーアップ研修をやるのは、中身の充実というか、先生方が力をつけるということにパワ

ーアップの意味があるわけですから、そこをぜひ期待して、実効あるものをまたことしも期待

したいと思います。ありがとうございました。 

   以上で報告を含めて公開での審議は終わりますけれども、よろしゅうございますか。 

   そのほか、何かございませんか。 

○石垣学校教育部長  特にございません。 

○小田原委員長  特にないようでございますので、ここで暫時休憩にいたします。 

   なお、休憩後は非公開となりますので、傍聴の方は御退出願います。 

 

【午後４時２７分休憩】 


